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種子ノ年歯ト其活力及抽苔開花トノ関係

数授星野勇

章者 "=" 
C:I 
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生産後年歯ヲ重ネタノV 種子，即チ古種子ハ年歯ヲ経ザノV 種子y即チ

新種子ニ比れ抽苔開花ノ早キ植物ヲ生ズ }V傾向ア 9 トJ、，本邦ノ栽

培界ニ於ア古クヨ 9唱へラ V，栽培皐書中ニ毛此ノ事費ヲ断定的ニ

記述ジア居ノV ノガ屡 φ見受ケラ V lV。外因ユアモ同様ノ説ガアツアp

古種子ヨ 9生ズノv植物 ρ 生殖作用ヲ念、グ傾向ガア lVカラp促成栽培

エ J、古種子ヲ使用スノV コトヌfョイト言フ事ヲ唱へノV モノア 9，殊ユ

備閤ノ栽培界ニ J、此ノ説ガ多ぺ様デア )Vc而ジ種今ノ文献ヲ調ベア

見アモ 3新古種子ヲ用ヒア正確ナノV比較試験ヲ行ヒ p古種子ョ 9生ジ

タノV 植物ガ3早期=抽苔開花ヲ矯ス毛ノデアノV 事ヲ，貫験的ニ確メタ

毛ノ J、見常ラ無カツタノデ，吾等ノ敬室ニ於アp大正十三年(一九二四

年)ユ新古種子ト抽苦開花期トノ関係ヲフ圃揚ニ於ケノV 貫地比較試験

=ヨ 9)明カニセントシア試!.~ヲ開始ジタノデア )V。

新ク，新古種子ト抽苔開花期トノ関係ヲ究メントスノV..、，試験ノ主

目的デアヅタガフ而 v種子ニ閥スノV試験タノV以上，常然其活力ニ閥ス

ノV 観察 J、之ユ伴 ρ ザノV ヲ得ナイノデ，其ノ観察モ之ヲ併セ行ツタノ

デア y カラ，ままエ J、種子ノ新古ト抽苔開花ノ闘係ノミナラズ3活力ト

ノ関係モ併セ報告ス }V。

拍苔開花期ニ闘スノV試験結果ノ一部 J、3昭和四年七月，大原農業研
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究所ニ於テ開催セラ vタノV，日本農林皐大曾ニ於ア接表 V タノミデ，

(其接表ユ於ア古種子必ズジモ早期ノ抽苔開花ヲ~スモノニ非ズト

断ジタノデアノV ヌf，同大曾報告書原稿締切期日ヲ誤 9タ }V1詩人該殺

表 J、同報告書ニ掲載セクレズニ絡ツタ)，其綾 J、何等ノ接表ヲモ潟

ナズ今日ニ及ンダノデアノV。

大正十三年試験開始後，弦ニ報告セントスノV 試験ノ最終年タノ'V，昭

和八年(一九三三年)度ニ至ノV 迄?貫ニ十箇年ノ長年月ニ亘ノV。其ノ間何

等ノ接表ヲ錯すザノV 怠慢ノ罪p固ヨ 9兎 ν ザノV モノアノ'V"e，而 ν本質

験ノ如キ性質ノモノニ於ア J、，賓験同数ヲ重ヌノV 事多ケ V /'\~多キ程，

其ノ結果ニ信頼ヲ寄セ得ノレ事勿論デア }Vカラ，十年間ニ亘ノV 本質験

結果 1f;皐界ニ J降叉栽培界ニ劉ジフ何等カノ寄輿ヲ~シ得ノV モノア ν

.J"~ ，我等ノ望 J、足 )V 究第デアノVぷ1 質験期間長キユ豆 9 タノV 潟p観察調

査ノ結果ヲ詳細ニ表示ス }V 事トセ~.... "'，徒二紙数ヲ多クスノV 事トナノV

ノデy賓験結果ノ表示 J、，簡車ニ其ノ要ヲ得ノV 数値ヲ示スニ止ム }V外

無キ事ニ劃ジア，、大方ノ了承ヲ請 J、ネバナラヌ。

質 J晩期間十年ノ間p本質験ヲ搭常 V 或 J、助カジタノV 人 J、多数ニ上

}Vカコ其中渥美樟雄君ノ、質験常初四年間，寅験ノ主タノV 携常者トジア

努力セラ ν3其以後モ常エ本質駿ニ関Juヲ怠ラズジア，多大ノ助力ヲ

輿へラ V タノデアヅア P本報告ヲ公ニスノ}Vニ蛍 9，先グ第一ニ其勢ヲ

録セザノ)Vべカラザノ)V人デアノ)Vゆヲ究kニ賓験ノ携常者トナ 9叉 Jρ、助力者

トナ 9タノ}V人 A令←ニ J川、?高高.橋喜喜.久司'白幡喜喜-一3島閏一雄，寺田甚甚.七'岩垣峡

夫，伊達宗信林文平P寺地卓二等ノ諸君君.ヌガfア 9，叉叉本報告ノ編述ニ際ス

ノlV助力者ト宅i(ア J川、9諜田英吉3池回孝介

其名ヲ銘記ジア其持ヲ謝スノV モノデアノV。

北海道帝閤大串農皐音[S園襲撃数室ニ於ア
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第一章 費験材料及方法

一.供試材料

1. 種類友品種

本質験ニ供用セラ vタ lV 作物ノ、凡テ競菜デアツア，其ノ種類及品

種名 J、究ノ如クデアノV。

種類名 品種名

-， 間 菜 白室鵠菜

一 廿日大根 早生紅九』ー一・，

・' i寄 置 メーキングP

四， 夜寝草 ロング・スタンヂング'

五， 腕 旦 四才日腕旦

-L 蕃 茄 ア-9 -・ジエク =)V f、，

七， 胡 瓜 加賀節成

2. 種子 J家屋

以上各種ノ種子 ρ 如何ニジア得タ )Vヤト言フニ次ノ如グデアノV。

ー， jf豊菜i高官夜襲草ノ三種ハ競菜園ノ採種畳試験圃ュ於ア採種

ジタモノデアノVc此ノ採種長試験 I、言フノハ大正十一年(夜稜草川大

正十二年)ヨ 9行川 V タノレモノ弘一定地積ョ 9産ス )V種子量ヲ知ラ

y ト欲スノV ノガ其目的デアツタノデア )V，最初ノ原種子川市販ノ物

ヲ買入 V 之ヲ間場ニ直播寺内間引ノ際其ノ特性ヲ具備スノV モノノミ

ヲ残ス様ニスノV 事 h附近エ J、雑交スベキ恐 V アノV モノノ開花ヲ許

サザノレ様エスノV 事トノゾ注意ノ下ニ採種ジ，j折グシア得タ )V種子 J、，翌

年叉同一注意ノ下ニ播種シ育成れ採種スノV ト言フ様ニ繰返ジタモ

ノデアノV カラ 3品種ノ援性トカ雑交トカ J、無イモノト見{故ジア然ノV

可キモノデアノV。

ニ， 廿日大根モ大韓前記三種ノモノト同様，採種量試験直ニ於ア
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採種ジタモノデアノ'V-}1"。唯此ノ物ユ於ア J、，大正十三年ノ採種ニ営 9

前年産ノ種子ヲ以アセズ，一種苗庖ョ 9優良種ナ 9 トジア提供セラ

V タノV，早生紅九種子ヲ播下シタノデアノレカラァ同年産以綾ノ種子ト，

以前ノ種子トノ、系統ヲ具ニスノV モノデアノV。従ア周年度以後ノ種子

ト以前/種子トハ比較ニ於ア別ニ取扱 J、ネバナラヌノデアノV。

三，腕豆 J、，性質上雑交トカ接種トカノ恐 V 殆~ 1'~ 無キモノ故，特

別ナノレ注意ノ下ニ採種シタモノデ無イ 1原種 J、備閤ヨリ購入 V タモ

ノデ，其後年々見本間ニ栽培セラ V，採種セラ v タノV 種子ヲ直チニ供

用 νタノデア Y。

四，蕃茄ハ品種比較試験匡ニ栽培セラ V タノV モノヨ 9採種ジタ

毛ノデ〉特ニ人工交配ヲ施シタモノデ無イノデア lVカラ 3雑交ノ恐 v

無ジト J、言ヒ得ナイヌ1，而ジ播種後生ジタノV 植物エ就キp其草性及果

質ニ就キ注意ジア観察ヲ潟セノVl'ーモ雑交セ Y 疑ヲ起ジ得 Y 様ナ
佃 Ij¥豊ノ、認メ符ナカツタノデフ従ツア雑交ナキモノト見{故ジア可ナノV

モノト信ズノV ノデアノV

五， 胡瓜ノ原種子タノV 大正十四年(一九二五)産ノモノ J、?加賀節成

ノ本場タノレ，石川腕ノ専門採種家ヨ 9，常時札幌ユ於ア種苗酪jヲ替ミ

居 Yタ lV，農皐士松尾修一氏(常数室出身jガ取寄セ寄贈セラ vタ lVモ

ノデアヲア，此ヲ原種トシアp其後果貫及草性ノ外形ニ於アフ原種ノ性

;伏ヲ能ク具備シ;結果朕態ノ普通ナ 9 ト見倣サノ'VlV佃瞳ニ就キ，人工

ニテ自家交配ヲ行ヒ，年令採種ジタ lVモノデアノレ乙昭和四年(一九二九

年)開花期観察ノ質験ヲ開始ジ3雌雄花ノ開花ヲ各別ニ観察ジタ虞本

種 J、雌雄花着生ノ性質ニ於九襲異頗プノV 大ナノV モノナノV ヲ確メ 3開

花期ヲ比較スノレ試験用トジアハ果ジア趨常セノレモノナノV カニ就キ

疑ヲ起すい lVヲ符ナカツタノデア lV払既ニ三年ノ間採種ヲ績ヶ居

タタノレ事ナ V バ之ヲ棄ツノV ニ沼、ピズ，叉雌雄花着生ニ麓異ア 9 トジ

アモp積齢ト開花ノ早晩トノ関係ノ大韓 J、剣ジ得ぺジト信 v，其後毛

雌 a:fT.花着生ノ性質ニ封ジアノ、特別ノ選探ヲ施サズ?依然開花結賓ノ
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普通ナ 9 ト見倣ナノv、個臨ヲ母本トジア採種ヲ績札業得タノV 種子

ヲ試験ニ供ジタノデアノV。向雌雄花着生ノ事ニ閲ジア J、質験成績ヲ

記ス }V時=詳説スノV。

3. 種子 J貯蔵法

種子ノ貯臓法 J、次ノ如 V，胡J1l以外ノ各種ノ種子円高貴験開始迄

J、紙袋ニ容レ y疏菜園質習室ノ棚中ニ納メ置キタノV ユ過ギザ }Vモ，貫

験開始後へ木栓ヲ施ジタノV 硝、子製標本瓶ニ容 V，質験室ノ棚ニ納メ

置ク事ニジタモノデアノV，胡瓜 J、始終紙袋ニ容 V，賓験室ノ棚中ェ減

セラ vタ }V毛ノデア }V。

栽培反観察方法一般

悶場 J、p本皐農皐部ノ競菜園ニジア 3同園ノ土質 J、腐植質=宮ム壊

士デアノV。各試験区トモ成ノレ丈均一セノV 土質ノ部分ヲ選プ様ニ努メp

施肥モ均一ニジタノ J、勿論デアノV ヌt，向p各年歯毎エ栽培 J、二畦以上

トジア，此等同年歯ノ畦 μ 相隣スノV 事無カラジム先グ採種牛ニ従ヒ

)1頂究ー畦グツ栽培ジ，之ヲ終 9タノレ次ノ畦ョ 9叉採種年ニ従ヒ順次

ー畦グツ栽培ス }V 様ニジ，1肯各試験 r~ flllノ雨端ニ J、・所謂側蒔畦ヲ設

ケアp土性ノ不均一乃至養分吸牧面積ノ不均ヨ 9来ノV，貫験誤差ヲ少

カラジムノV 事ニ努メタ。

畦 J、凡ア宙北ニ走 lV様ニ取 9，其畦ノ長ナ J、十五尺ナノV 揚合ヲ多

ジトス }V毛p十七尺ヲ取 9タノV 場合モア 9，蕃茄ノ第一年目ノ時 J、七

尺五寸ニ取ツタ。

畦巾 J、腕豆，蕃茄及胡瓜 p 二尺7廿日大根，躍菜， ~I宮芭 3夜襲草川一尺五

寸トミハ株間 ρ 蕃茄胡瓜 J、ー尺五寸3躍菜 J、ー尺，腕豆 J、七寸五分，廿日

大根，/富芭，夜襲草川五寸万至七寸トジタ。

穂子 J、播種前選揮ヲ行ヒ損傷ア 9 l-認メタノV モノ，叉小形ニ失セ

}V者等 J、之ヲ除七控菜，廿日大根高直接表草，腕豆 J、直播トシ 3畦上ユ

前記株間距離ニ従ヒ播種黙ヲ定メp一定数ノ種子ヲ播下シ，覆土ヲ行
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ヒ綾接芽接生ノ朕態ヲ調査 v，幼植物ノ生育綾 J、二同乃至三同ノ間

引ヲ行ヒ成ノV 可ク一様ナノV 勢力ヲ有スノv一個瞳ヲー箇所=残ス様

エ努メタ。而ジア接芽力弱キ種子匝ニ於テ ..，T';播種箇所ュ-{同盟ヲ毛

生ゼザノV 如キ場合屡ペトアヅタy斯カノV 場合ニ川側蒔畦エ在 Jν幼植物

ヲ取 9補植ヲ行ヒ，其快株トJ.$jlVヲ避ケ lV事ユジタo貯カノV 禰植個f豊
J、賓験用f同盟外ト錦セノV 事勿論デアノV)，期クジア質験用個腫ヌf一

様ナノレ環境ノ下ニ生育スノV 様ニト努メタケ ν1'~ =t，補植佃健ニジア

活着ヲ課......V jVモノアム叉中途ユミノア種令ノ故障ヨ y~患ノV jVモノ

ア 9デp多少ノ快株 J、克 v得ナカツタ，特ニ高芭ユ於ア敏株数多カヅ

タノデアノV。

蕃茄及胡瓜ハ苗ヲ養成ジア移植ジタノデアノV 7/，蕃茄ニ於ア J、，先

ヅ温床ニ播下 v，床内ニ於テ一同仮植ヲ行ヒ趨常ノ大サニ達ジタ jV

時ニ本間ニ定植ジタノデア lV。胡瓜ユ於アハ先ヅ殺芽試験用硝子皿

ニ種子ヲ取 y，二十五度内外ノ恒温器ニ入 v催芽ヲ行ム接芽歩合ヲ

J駿ジタノV 後催芽穂子一個宛ヲ径二寸ノ素焼鉢ニ播キ該鉢ヲ温室叉

J、温床ニ置キ苗ヲ生育セジメ趨常ノ時期ニ試験畑ニ定植ジタモノ

デア lV，此等 J、凡ア定植時ニ活着ヲ諜マ V lV様ノ事 J、無カツタケ V

F'モ，其後ニ至 9故障ノ潟メ枯死ジタノV モノア 9九少数ナガラ快株

ヲ生ジグノν場合 7lアツタノデアノκ向此快株ノ事 J、貫験結果ヲ掲ク

ノレ時ニ再ピ陳プ lV事ニス Y。

病最害ノ防除ユ関ジア J、，j車営ノ注意ヲ ~v 其方法ヲ詩ジタノデ

アノレヲl，試験中最害ノ錦メ試験-}]'徒勢ニ蹄セジメラ V タ事ガニ同ア

ノV，其一同人昭和四年(一九二九年)デ，睡菜，廿日大根，高官，波義草ヲ八月

下旬ニ播キ，牧量ノ比較試験ヲ潟サントセノV 時ニ?夜盗品 Barat!trabr-

assicae LINN.ノ接生ア y，叉鰹菜，廿日大根ニハ大根蝿 Hy!e1nグ'ttzj!avotica 

MATSU. ノ阻ノ寄生 7lアヅア，牧程物ノ比較 J、出来ヌ事ニナツタ事デ

ア 9，其二同 J、昭和六年(一九三一年)デアツア，胡瓜ヲ定植ジタノレ綾，不

良ナノV 天候打糠キ(此年 J、北海道ニア春来気候不良遂ヒユ凶作トナ
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ツタ年デア JV)，降雨ノ錦メ圃場見廻リヲ怠ヲタ y 間ニ ι種蝿 HJ'!C1llケ'Ia

cilicrura RONDANI.ノ幼議ノ殺生ア， ，胡瓜ノ根遺ニ喰ヒ入 9大多数ガ

枯ラずれ途ヒニ試験中止ノ止ム無キユ至ラ V メラ v タノデア }V。

三. 賓験経過一般反栽培表

本試験 J、蕃茄胡瓜ヲ除キタノV 以外 J、緒言ニモ記セノV 抑九大正十

三年(一九二四年)ヨ 9開始ミノ忽.年ニ J、蕃茄ヲ加へ専ラ抽苔開花期ノ

比較試験ヲ行ヒ?腕豆 J、種子畳ノ関係上試験継績四年ニア中止 h第

六年目即チ昭和四年(一九二九年)ョ， J、，蕃茄ノ古種子候乏セ }V~ メ

之ヲ除キ，新ニ胡瓜ヲ加へ試験ヲ行フ事トジ，叉抽苔性ノ憧菜，廿日大

根高註夜襲草ノ四種エ就キア J、秋蒔ュ由 9牧量ノ比較試験ヲ開始

スノV 事トジア，八月=播種ジタ，是レ抽苔性ヲ有スノV 四種ニ於ア J、秋

蒔ト錦ス方，抽苔ノ恐 V 無ク生産力ヲ比較スノV 上ニ於ア好都合ナラ

ント思惟ジタカラデアノvt然ノV ニ賓際 ρ 前記ノ如ク最害ヲ蒙ム 9失

敗ニ柊ツタJ其轟害中，睡菜及廿日大根ヲ害スノV 慮ノ大根蝿ノ阻害ユ

準}シアへ常初ヨ 9 特別ノ注意、ヲ~ジ，該最 7象防ノ最良方法ト稽セラ

}VノV 昇京千倍液ヲ;幼植物ノ根側ニ濯布スノV事ヲ，三同ニ亘リ行ヅタ

ノデアノV ヌt，向被害 J、克 V 得ナカヅタ程デアノV カラ 7秋蒔ヲ止メ表蒔

ニヨ 9牧量試験ヲ繕鎮センカト考へザノV ニ非， ~ノモ此時既ニ古種

子ノ畳大ニ減孔牧量試験ヲ行フ宅金部ュ亘 9二同 J、績ケ得ヌ航態

デア"車ニ一同位ノ試験ニア J、不確賞ナノV ヲ兎 V ヌト思ヒ:牧量比

較 J、断念ス }V事トジタ ε昭和五年(一九三 O年)ユ J、胡瓜ノ試験ヲ主ト

V タヌt，向鵠菜，廿日大根高在，喪襲草 J、種子ノ残部ヲ用ヒア抽苔試験

ヲ行ツタ，翌昭和六年(一九三一年)エハ胡瓜ノミノ試験ヲ行フ事ニジ

タガf其 J、前記ノ如ク種蝿ノ害ニヨ 9失敗ニ蹄ジタ。昭和七年(一九三

二年)ユ胡瓜ノ試験ヲ改メア行フト共ユp憧菜，廿日大根高直ノ三種丈

J、，前令年播種綾ノ残種子ヲ凡ア用ヒ 3七同目ノ抽苔試験ヲ行ヅタ，而

ジア最終年ノ昭和八年(一九三三年)ノ試験 J、胡瓜ノミデアノV。
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前項ニ記セノν女日キ試験方法ト，今陳ベタノV 試験経過トエ由ノV，本質

験ニ於ケノV 各年度ノ各作物ノ播種丹日 p畦長;種齢別畦数(或ノレ年次産

種子医宛ノ畦数)，及各種齢試験直ノ計算個閤数(種齢別畦数ニー畦

上ノ佃惜数ヲ乗ジタノV モノ)，ヲ表示ス V バ第一表ノ如クデアノV。向

表示エ常れ年次ヲ記メ )Vノユ大正y昭和ト跨 9不便デアノV カラ，凡ア

西暦年次ニ擦ノV 事ニシタ。

第 表 率先 培 表

菜 (畦長ノ車ヤ尺lス， ) 
以下之ごー準ズ。1.耀

1925 1930 1932 

~ R n s 月日 月日 月日 月四 月日 ~ B 

f接種月 日 5.'1 5目14 5，10 5.13 5.14 8.20 5.5 5.14 

町k 長 15 15 17 15 15 15 15 15 

干E歯告別Ii!ldtt 4 6 6 4 4 4 4 3 

手重齢別個鰻重主 60 90 102 60 60 60 60 45 

2. 廿日大根

1924 1925 1926 1927 1929 1930 1932 

月日 ~ n 月日 月日 Il n 月 fl 月日 Il fl 
t蚕種月 日 5.8 5.13 5.11 5.10 5.11 8.21 5.1 5.14 

問主 長 15 15 17 15 15 17 15 15 

干c.ll歯告別附j句軍主 3 3 3 2 2 4 4 3 

手jll齢別個健主主 90 90 102 60 60 136 120 90 

3. ;，嵩直

1925 1928 1929 1930 1932 

5月.11日
月 u 月日 月 H 月日

8月20日
月日 月刊

jll} tA 月 日 5目14 5. 9 5.12 5.12 5.5 5.5 

町長 長 15 15 17 15 15 15 17 15 

種齢別円七吸 3 3 3 2 2 3 3 3 

種齢別個f聖書士 90 90 102 60 60 90 90 66 
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4.夜襲草

1924 1925 1926 1927 1928 1929 

5月.日9 
月日 月日 月日 月日

8月.2日1 
月日

f毒手重月 日 5.13 5.11 5.12 5.11 5. 1 

開E 長 15 15 17 15 15 15 15 

種齢別崎重t 3 3 3 2 2 4 4 

穂齢別偲館主主 90 90 102 60 60 120 120 

5.腕豆

1924 1925 1926 1927 

月日 月日 月日 月日

f悉極月 日 5.13 5.15 5.19 5.16 

時士 長 15 15 15 15 

種齢別畦数 4 2 4 3 

極齢別個践鍛 80 40 80 60 

6.蕃茄

試験年次| 1925 1926 1927 1928 

月日 月日
5月.日3 

月日

5. 1 5. 1 5.9 

成長 8.5 15 15 15 

種齢別畦望主 2 2 2 4 

種齢別個館敷 16 18 18 40 

7.胡瓜

1929 19.幻 1932 1933 

月日 月四 月日 月日

接種月 日 5目22 5.18 5.13 5.18 

畦 長 15 15 18 15 

種齢別畦扱 3 3 号令 5 

種齢別個腕| 30 70 36 号令 ぽ〉

1928年産種子凪ノミヌ、価値数30，時士重主3ナリ。
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四. 供試種子 J重量

上記栽培ユ供シタ )V種子ノ中蕃茄ト腕豆トヲ除キタ('"モノニ就

十質駿営初ノ四箇年万至五箇年間其重量ノ秤量ヲ行ヒ;生産年次ヲ

異ニスノレ種子間ニ於ケ)1/重量ノ差ヲ見タ，其結果 ρ 第二表ノ虫ロクデ

ア }V。種子ノ秤量ニ嘗 9アノ、過大過小ノ者，不正形ノ者遜色ノ者損傷

アノレ者等ヲ除キ各々千粒ヲ取 9之ヲ天秤ニア畳ヅタモノデアノV。

第=表

秤量年次
1927 

1924 一
1925 一
1926 一
1927 一
1928 2.25 

均 I 2.25 I 

秤量年次

1924 

1925 

1926 

1927 

1928 

.2j5. 

秤量年次

1924 

1925 

1926 

1927 

1927 

一

一
9.25 

9.25 

各年度種子 1000粒ノ貴重及其ノ平均(草位，克)

臨 菜

採 積

1926 1925 1924 

一 一
一 2.43 

一 3.39 一
2.50 2.44 2.43 

2.50 2.50 一
2.50 
1二出三43
廿日大根

採 被ー

1926 1925 1924 

一
一 10.51 

一 9.45 10.20 

9.35 9.38 9.84 

9.35 9.30 9.15 

9.35 

i富 置

年 次

1923 1922 

2.74 2.41 

2.75 2.41 

2.73 2.41 

2.74 2.42 

2.75 2.45 

2.74 

年 ヨた

1923 1922 

7.98 7.叩

8.16 7.06 

8.05 7.07 

8.02 7.07 

7.90 7.10 

8.02 7.07 

1921 

1.96 

~.97 

1.96 

1.96 

2.α〕

1921 

8.42 

8.53 

8.52 

8.49 

一
8.49 

1921 

0.92 

0.95 

0.92 

0.94 
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採 種 年 ヨた
秤量年次

1927 1926 1925 1924 1923 1922 1921 

1928 0.95 0.92 0.94 0.96 0.90 0.93 0.95 

平 0.95 0.92 0.93 0.94 0.91 0.93 0.94 

蛮 襲 草

採 種 年 次

秤量年次
1927 1926 1925 1924 1923 1922 

1924 一 一 一 11.64 10.99 
電b

1925 一 一 一 10.83 11.67 11.05 

1926 一 一 11.75 一 11.68 

1927 ー 8.∞ 9.93 10.89 11.67 一
1928 9.90 8.00 8.10 10.95 11.70 一

平 9.90 8.00 9.93 10.89 11.67 11.02 

胡 瓜

採 種 年 号た
秤量年次

19泊 1927 1925 

1929 一 一 26.94 21.83 22.02 21.33 

1930 一一 一 27.42 一 22.02 21.76 22.01 

1932 - I 18.05 20.99 26.57 26.33 21.11 21.56 

1933 22.31 17.92 20.60 26.09 25.21 21.55 21.01 21.79 

平 均 22.31 叩 I20.80 I 21.71 21.67 

第二章 種子ノ活力=閲スル責験成績

緒言ニ於ア陳ペタ )V如ク，種子=閥ス y 貫験タノV 以上，先グ其活力

ノ検定ヲ必要トスノV ノデ3試験着手ノ翌年(一九二五年)ョ 9，種子ノ室

内ニ於ケノV 費芽試験ヲ行フト共ニ居場ニ於ア屯接生個臆ヲ調査シ

タ。

室内ノ接芽試験ニ於アハ前記ノ選撞ヲ経秤量ニ供セラ v タ )V種

子ヨム各区二百粒ヲ取れ百粒宛接芽試験用硝子皿ニ入札嬬氏二十
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度万至二十五度ノ恒温器ユ置キ，其接芽ヲ!.駿ジタモノデ貫験打切 9

ノ日数 J、

廿日大根 十日・ 館菜

波議草 十日 胡瓜

-1-日

四日乃至六日

高霞十日

(此川戸哨健芽叫エ=--i込出開加;羽付クυ9ル
上岬早棚i期恥切恥日ニ打例切リ 9円ノニVテサ
磁ナル投手F試験ト戸言b重症γ

次ユ岡場ノ翻察=於アへ一定数ノ種子ヲ播下 ν置キタノV モノー

就キ，幼植物ノ一部ヌf地上ユ現 J、v来リ ジ時ヲ以ア殺生トナジタ此ヲ

記帳ジ置も接生率及殺生期ヲ計算ジタノV モノデアツア，接生後ユ枯

死セノV モノ多ヵ 9V oE:，之等 J、回ヨリ殺生数中ニ加 J、ッア居 )Vノデ

アノν周場ニ於ケノV稜生観察打切へ殺生開始後十日乃至十五日ニミ/

:;-，賞l祭 J、打切後ェ於アモ殺生シ来 9タ }V毛ノアツタケ V ド此等 J、

凡ア草勢虚弱デ

無九費用上何等ノ憤値無キモノ ト認メタカラ，計算中ニ J、入 V ザノV

事トジタ。備強雨ノ矯観察ヲ潟シ得ザ 9ジ日毛アツタヌt，此場合ユ J、

新ジク殺生セノν{困耀ノ生長朕態ヲ能ク観察内其殺生日ヲ記帳スノV

様ユジタカラp観察結果エ大ジタ諜 9ヲ有セヌ積 9デアノV。

賞験結果ヲ表示ス lVニハ接芽卒，接生卒，平均殺芽日数，平均礎生日

数及殺生 ~t接芽百舟卒ノ五ヲ以アス Y ヌt，綾芽率 J、恒温器内接芽床

上ノ接芽百分率p殺生率 J、岡場ニ於ケノV議芽殺生ジタノV佃瞳ノ百分

卒デアノV 事，、言フ迄毛無久平均接芽及費生日数 J、置床又 J、播種目

ヨ 9接芽叉 J、接生迄要セジ日数ノ平均デアツア，即チ次式ユヨ 9計

算事〆タノV 日数デアノV。

d x n + d' x n' + d" x n" ..... . 
一一一一 -r--7一一一一=平均日数
n+n 十n十・・・・・

d， J'， d" ..・ e・-置床叉 J、摺種ョタノ日数

n， n'， 11" .…..接茅叉 ρ 出茅セ JV個盟数

普通 J、議芽開始後或ノV 一定日(主トジア最多数ノ接茅ア 9シ日jヲ

取 9，其日以wJニ接芽セノV種子数ノ割合ヲ以ヅア，所謂費芽勢ナノνモ

ノヲ現 J、ジア居ノV ガy本質験ュ於ア J、y其圃場ニ於ケノν 接生ヌf床上撃を
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芽ニ比ジ緩漫デアノV 錦，或ノV 一日ヲ取ノV ト言フ事 J、必ズジモ費生勢

力ヲ表現スノV モノト思 J、vズ，寧ロ平均所要日数ヲ以ツアスノV ヲ可

トスノV ト信ゼラ v タノデア IV。従ツア床上接芽毛，常ニ此ノ平均日数

ヲ以ツア其接芽勢力ヲ表 ρ ス事トジタ。

号費生封殺芽百牙卒ト言フノ J、，床上稜芽ヲ百ト見{故寺内之ニ劃スノV

間揚費生ノ比率ヲ需メタノV モノデアノV。

ー. 賓験結果 J表示

次ユ各供試作物毎=貫験結果ヲ表示スノV ヌt，向接芽卒及接生卒ユ

就キアハ其泊、長ヲ見易クスノV~ メ p横軸ニ種齢，縦軸ユ百分率ヲ取れ

曲線固ヲ作 9附記スノV事ニスノV，圏中各線ノ首尾ニ附記セノV数字 J、，

種子ヲ生産セノV年央デアノV ヌt，雨端=記入ジアノV 門事長ガ交錯ジアモ

一端ノ数字ヨ 9他端ノ数字ニ迫ヒ行ク事ニヨリ具位置ヲ明カニミ〆

得 IV ノ便ニ供ス IV~ メデアノV。

第三表 臨菜種子ノ接芽及後生成績

採 種 年 号た

年次 1白 1[1ω[19四 [1928[1927 J1関川25 仰い92311鰹い921
E美 芽 重軽 一 一
平均投芽日駿 一 一 ー 一 -1 1.051 1.11 1.37 

1925 守主 生 率 一 一 一 一 -1 87.111 92.44 90.44 

平均後生Ei:般 一 一 一 ー-1 6.691 7.28 7.71 

技生軍司投書F百分率 一 一 ー-， 一 一 ー-188.44 94.33 92.08
1 
91.82 

害長 芽 室経 一 一

41t34 rm 平均投芽日主主 一 一 一ー

国|酷394141926 ぜ韮 生 率

平均校生日数 一
開閉百分率| 一 一
?i& 芽 歪幹 _199∞! 1αコ

98∞i 98悶I9:∞12!i 97閃05 
平均投主F日主主 一 1.21 1.48 1.351 1.961 2.12; 2. 

1927 守護 生 率 一 一町田17田田山叶1剖 U
平均投生日数 一 一 -1l 8但C6i8558目 8.511 9.17， 8弓9

後生3母子生芽百分率 一 89.06
1 
89.171 84.521 82.571 78.53， 86.84 
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笈験 採 種 年 ーた

年次 1931 11悶 11但911悶 1192711位611位511担4119231惚 11921

守主 芽 率 一 一 一 -198.∞ω.∞I 99.日 94.日 83.∞ 81.50 一
平均投穿日数 一 一 一 一 1.15 1.22 1.26 1.46 1.91 2.33 一

1928 ザ姿 生 率 一 一 87.67 80.17 72.83 78.67 66.17 52.41 

平均後生日数 一 一 一 一 3.61 4「4田 4.76 4.58 6.04 一
役立三割滋芽百分率 一 一 89.46 89.oo[ 73.20 83.25 79.72 64.31 一

1竹筒竹田ヤ17117 叩 49.83 

平均投生日数 ー-1 3.381 3.561 3.531 3.951 3.491 4.611 4.92 5.19 

オ寸町|オオオサ

一
平均百芝生 H数 -1 4.26 4.001 4.441 4.551 4.951 5.381 5.421 5. 一

|竣生率ドオナヤオサ 75「ペサ町1932 平均後生日数 7.751 8.471 8.361 8.611 9.091 9.041 10.日 11.791 12.26 ー

第四表 廿日大根種子ノ殺芽及殺生成積

質験 採 稜 年 次

年次 泊3111叩 119291192811町|悩 11防 11但41192311限 11921

後 芽 E千三 一 一 一 ーー 一 100 99.501 97.αコ 99.00
平均投芽日数 一 一 一 一 1.08 1.22 1.37 1.39 

1925 苦達 生 王寺i 一 一 一 一87.56 65.11 64.22 76.89 
平均竣生EiJ校 一 一 一 一 一 6.98 8目99 7.45 7.22 
設生調溌芽百分率 ] 一 一- ー 一 一87.56 65中L66.21 77.67. 

苦長 芽 率| 一 一 一 F 司 一 一 1αコ 100 98.∞ 
平均投芽日数 } 一 一 一 一 一 1.07 1.06 1.43 1.601 1.54 

1926 守圭 .fE. 率 一 一 一 一 一 -1 90.30 90.51 76.36 76.97 81.8 
平均投生f:l.数 一 一 一 一 一 8.44 8.75 8.61 9.02 8.67， 

殺生，'ïJ"~差芽百分率 一 一 一 一 -1 90.30 90.51 77位 182.32 83.07， 

軍主 芽 率 一 ー 一 一 ← 99.∞ l d田国 一 一平均投芽日政 一 一 一 一 1.13 2.2bl 1.66 一 一
1927 E連 ~t き容 一 一 一 一 90.67 95.001 84.83 一 一
平均溌生日数 一 一 8.82 9.171 9.46 一 一
喜美生'iJ"敬芽百分率 一 一 一 91.59 97.441 86.56 ー 一
者逮 主F E十ミ 一 一 一97.∞ 

で一ijM叩吋一平均後芽日並立 一 一 一 1.21 1.401 2.391 1.57 一一
1928 守護 生. 者室 一 一 一 72.00 57.671 42.331 54.001 -1 ~ 

平均投生日数 一 一 5.86 6.651 7.491 6.63 一一
殺生割夜芽百分率 一 一 74.23 60.711 56・44156.84 一一
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貫験 採 種 年 次

年次 1931 I叩 11四 11駒(問71悩 119251悩|泊231惚 11921

州主よロ=1=1 =1押 9;:lr材対qt:
i殺生率
1=1二|寸

1930 
平均投生 H数 5.411 6.63: 6.581 -1 6.921 7.8:)1 8. 一 一

吋 生

率寸|ド

9白叩引叩3.1叩引1竹川ヤ11いi戸9士1rrhh9佼で七
2

七三寸::;平均軍基生日毅 6.96 7.001 6.791 7.281 7.611 -1 7 一 一

第五表 高芭種子ノ接茅及殺生成績

寅験

年次 四l四|四!臨|…l四l四|…|
基遣 芽 率 一一一一一一 -1平均投芽日数 一一一一一一一 2.631 3.11 

1925 設 生 幸容

平均溌生日数

後生霊t後芽百分率 一一1 一一一一 13.由。

害圭 芽 率 ー一一一 …吋づ
4;13j

q 

平均投芽日数 一一一一一 -1 1.151 1.141 2 

1926 李基 生 率 一一一一一一 83.03180.611 35.76 
平均後生日数 一一一一一一 8.498.. 4492i 

l995 

後生泊設芽百分率 一一一一一一 83.03181 日 441

平均授芽日数

1927 主連 生 主す1 一一一一 -182∞78.33! 61.331 16.∞ 2.171 32.67 
平均後生日数 一 -- 一 一 8.87 8.92 961 11.54 12.38 11.36 
滋生封殺芽百分率 82.41 81.17 田 .53:25∞14.97 43.27 
百長 芽 率 一 一 一 84.00 

明一平均後芽日数 一 1 .321 6.55! 1.43 2.14 一
19四 滋 生 率 一 一 一 -1 74.00 58.50 58.83 46.83 21.80 一
平均校生日政 一 一 一 9.09 一 一
軍基生割強芽百分率 ー唱 一 77.721 64.29 64.671 55.75 50.70 一 ー

-lf714015い |3ml1「1929 
後生率

平均投生日数 4.06
1 
4.22i 690i 5.85i 6.19¥ 6.27 一

1930

1 

: 生率

l
172llt;:I1:::J::;;i::l 

50.58
1 
30.251 11.831 8.92; 10.421 1 一

平均投生日数 10.17: 10.841 12.091 12.36¥ 12.70 1 

|授生率

l

山
1932 
平均投生日数 8.781l 904il 8 9但 12
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第六表 渡稜草種子ノ接芽及殺生成積

質験 採 種 年 次

年次 叩， 1但 8 I四 7I悩， 1位 5I悩I1923 I 1922 
苦長 芽 率 一 一 一 一 一 98.00 95.00 92.(氾

平均稔芽日数 一 一 一 一 2.32 3.85 4.74 

1925 守護 生 主事 一 一 一 一 一 87目33 82.00 67.78 

平均後生日数 一 一 一 一 8.17 8.87 8.59 

殺生，~1~運芽百分率 一 一 一 一 89.11 86.32 73.67 

事是 芽 率 一 一 一 一 96.50 99.00 93.∞ 一
平均後芽日並走 一 一 一 4.04 2.90 3.93 一

1926 後 生 率 一 一 一 一 89.90 85.86 80.20 一
平均後生日豊主 一 一 一 一 10.99 10.57 11.90 一
後生割強芽百分率 一 一 一 一 93.16 86.73 86.24 一
苦主 芽 互事 一 一 一 92.50 97印 99.00 93.00 一
平均犠芽日数 一 一 一 3.94 5.02 2.68 4.64 

1927 者追 生 室事 一 一 一 90.67 88.33 88.33 81.83 一
平均後生日数 一 一 一 8.83 9.33 8.52 9.73 一
設1'..]若者主芽百分率 一 一 一 98.02 90.59 89.22 87.99 

害遺 芽 率 一 一 99.00 69.50 74.50 93.(氾 70.50 一
平均守主芽日鍛 一 4.21 4.32 5.06 3.70 5.24 一

1928 苦主 1色 率 一 一 67.33 45.67 41.83 46.33 38.55 一
平均殺生日数 一 7目83 8.39 9.10 8.27 9.21 一
設~t.封殺芽百分率 一 一 68.01 65.71 56.15 49.82 54.68 一
事長 生 率

=1叶「 ω
1929 
平均残生日数 ー-I 5.82 I 5.26 6.31 6.36 6.09 6.81 

生率[由血(刊百回|ぺ叩i 一1930 
平均殺生日数 6.24 I 7.11 I 6.51 I 7.56 I 8.28 7.02 8.41 一

第七表 腕豆種子ノ後生成績

質験 採 種 均三 号た

年次 1926 1925 1924 1923 1922 1921 

1日生率!
一 一 97.22 97.22 1αコ.00

'''1'-均投生日霊安 一 一 一 9.51 9.69 9.28 

1925
1 : 生率|

一 一 95.00 97.50 90.00 97.50 

平均後生日聖士 一 一 8.78 8.66 8.66 8.87 
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叶Lι 日zl

採 荷ー 年 次

1925 
1_1竺_41_1竺_1_19竺-じ竺L

9∞ lt::lt:( て11 2 

mlt:11:ltzl  

1926 

一

一

部

Q
U
 

100.00 

1αJ.oo 96.00 

第八表 蕃茄種子ノ接生成績

賓験 採 種ー 年 次

年ヨk 1927 I 1926 1 1鈍|四4 1 1923 I 1922 1 悦 1 1 1悶

l夜生率| 二|で 11 1.~ 53.(わ
1925 
平均夜生 H数

1926
1 :生率 l

一!叩 1 6~ 国[附 36.50 

平均溌生日数 ーー 7.41 I 8.03 I 7.69 9.30 8.28 8.73 

什生率| 1M|汁汁日 42目。。

平均投生日数 - I 10.95 I 10.59 I 11.83 I 11.89 14.50 12.32 12.51 

l 資生率!即~ 1川8「5叶 一

1928 平均滋生日数 23.31 I 21.80 I 22.22 I 22.89 一

第九表 胡瓜種子ノ殺芽成麓

資験 採 種 年 次

年次 1限 1 1矧 I1930 1 19勾 1 1四 1 1927 1 1仮'6 1 1位5

= 1
1

ぺ
100.0 

1929 
1.29 平均後生日政 ー-I 1.01 1.12 1.18 

l殺生率!
1α).0 

1930 平均軍基生日聾E 一

ρ 生率 l-i叶叩| 92.0 96.0 

平均設生日穀 一ー 1.00 I 1.(幻 1.24 1.18 3.25 1.55 1.63 

1阻[畿生率(四~I 判明。 99.0 

平均投生日毅 1.35 I 泊 1.03 1.93 2.87 3.78 2.25 2.43 
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第ー園 J 睦菜ノ接生率
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第=園 J- 廿日大根ノ接芽卒
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第二国 J= 廿日大根ノ義生卒
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第三国 J- 高宣ノ接.茅率
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第三国 J= 高官ノ殺生卒
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第四国 J- 夜襲草ノ接芽卒
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第五国 腕豆ノ接'生.率
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第六園 蕃茄ノ費生率
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第七園 胡瓜ノ接芽卒
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次ニ第三表以下各表ノ，上欄右方ョ 9劃角線ニ左方ニ下 )V各項ノ、，

同年齢ナ }V種子医デアノV (但ジ髄菜，廿日大根， ~I寵萱3胡瓜ユア J、一九

三一年ニ試験ヲ敏グ故一部異例トナノvJ 其デ此等割角線上ノ各項

ノ数字ヲ平均セノV 毛ノ J、，各年齢ニ謄ズ }V平均債トナノV 誇ナノV ヲ以

ァ，奉考ノ潟メ此平均慣ヲ計算ジア見タ。其結果 J、即チ第十表デアノV。

此場合p平均ニ加 J、9タノV 年数ノ一様デ無イ事 J、無論デフ此年数 J、各

数値毎ニ括孤ュア示ス事ニジタ。向同表ヲ園解ジタ lV毛ノハ第入国

一ヨ 9七(護芽及殺生卒ノ平均)ト第九国ーョ 9七(費芽及殺生平均日

数ノ平均)デアノV。

第十表 種齢ユ際ズノV 稜芽卒p殺生率及号変芽殺生

日数ノ平均 (表中指孤内ノ殿宇戸平均セJレ年数〕

1.髄菜

種 子 2 3 4 5 6 7 8 

後芽主義平均

軍基芽日数千均 1 1.12 1 1.22 1 1.33 1 1.63 

設生率平均

校生11数千均 I5.69 6.07 6.16 1 6.39 1 6.32 6.55 12.26 

2. ー廿 日 大 キ良

積 子 1 2 3 4 5 6 7 8 

後芳三卒平均 99.00(4) g7.25~4) 96.88~4) 91.38~4) 

後芽日重文平均 1.12 1.26 1.61 1.76 1.56 一一一
縫生率平均 89.17く7) 83.95~7) 80.17(7) 77.73~6) -lぺ叩)1 50.15(1) 
殺生日数平均 6.60 7.24 7.13 7.48 6.89 I 5.87 I 7.15 5.76 

3. i高 首

種 子 齢 i 2 3 4 5 6 7 

設芽率平均 l93.0::J:4) 94.25、4) 77.25了、4) 73.25~4) 

1.48 2.98 3.60 

溌生率平均 62.19J) 55.32~7) 3=.~~(7)1 35.75J) 10.68(1 ) 

後生日童文千均 i 8.33 8.57 9.51 10.13 10.43 10.11 12.49 
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4.渡稜草

種 子 1 2 3 4 5 6 7 

設芽E和平均 96.50(4) 90.25(4) 89.63く4) 93∞(2) 70.日(1) 一
後芽日数平均 3.63 4.02 4.10 4.17 5.24 一
後生率平均 79.50(6) 74.51(6) 65.05(6) 51.73く4) 50.17(3) 39.∞(1 ) 
殺生日鍛平均 7.98 8.26 8.49 7.98 7.86 6.92 8.41 

5. 腕 -仁'IT..

穏 子 2 3 4 5 

設生王手平均 98.06~9) 97.35(4) 96.33(4) 92.72(3) 86.66(2) 

溌生日扱平均 9.04 8.86 8.94 8.97 9.51 

6. 蕃 茄

種 子 2 3 4 5 6 7 

37.10(4) 

後生日数平均 13.89 13.47 13.91 14.69 11.39 12.51 

7. 胡 瓜

種 子 2 3 4 5 6 7 8 

…均一γ回 3)1叶明4)
守主主日数千均 1.12 1.13. 1.15 1.47 

川 81日(2)1 97欧 2)1
3.06 2.67 1.94 2.43 
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第八圏J七 胡瓜ノ礎芽卒平均
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以上掲グタノV 諾結果ニ基ツキp次エ J、種子ノ年歯ト活力トノ関係

ニ就キ考察ジア見ャク。

寅験結果 J考察

1. 種子 J年歯ト活力 J減退

種子タf年歯ヲ重ヌ lVニ従ヒ p其ノ活力ヲ減ズ lV事 J、言フ迄毛無キ

事デアツア 3年歯ヲ重ヌ V ノザ之エ臆ジ接芽卒及接生率 J、減ジy接芽日

数及殺生日数 J、高マノV ベキデアノV ヌt，本質験ノ結果 J、固ヨ 9此ノ事

費ヲ明カニジア居 9，上掲ノ表及固ニ就キ之ヲ検ス V...>'¥'"直チニ看取

スノV 事ガ出来 )V。町ジナでがラ其貫験結果中y一見例外トモ考へラノv 、
場合毛無キニ非ズデアノV カラ，斯カノV場合ヲ摘記礼次ニ少ジク説明

ヲ加へ置ク事トスノV。

例外ト見倣スペキ場合ト J、7前年ヨヲモ綾年ニ於ア高卒ノ殺芽ヲ

示 v若ク J、低キ接芽日数ヲ有ス lV場合デアノレコ睡菜ノ一九二二3一九

二三年産ト一九二四年産種子p高官ノ一九二四年産種子3夜襲草ノ一

九二四年産種子及胡瓜ノ一九二五年ヨ 9一九二九年ニ至ノν各年産

ノ種子ニ於ア，接芽卒ガ後年ノ試験=高キ場合ガア 9，叉接芽所要日

数ニ於アモ韓菜及廿日大根ノ一九二三，一九二五年産種子， ~I百芭ノ一

九二五年産種子y夜襲草ノ一九二四年産種子等ニ後年ニ低クナツア

居 ll/
0其中接芽所要日数ノ場合エア 9ア(草花 V モ其ノ差甚ダ少ク，之

エ依ヲテ種子活力ヲ云令スベキ度合ノモノデ J、無九叉接芽卒ノ場

合ニ於アモ憧菜，廿日大根.高直接義草ノ種子ェア 9アハ前年ト後年

トノ穀芽卒ノ差甚ダ少クジア 3偶今以ヅア前年ヨリモ未ダ活力減ゼ

ザ lVモノガフ貫験誤差ニ依 9表示ノ虫日キ差ヲ生ジタモノト見 lVヲ至

常トスペク，勿論綾熟作用等ニヨ 9，前年ヨリ接芽カヲ増大セノV モノ

ナド見倣スベキデ J、無イ。唯胡瓜種子ノ場合 J、其差ガ頗プ lV著ジイ。

胡瓜ニ於アハ他種類ノ賞駿成積ガ凡ア最高齢ノ時ニ最低ノ稜芽卒

ヲ示ジ居ノV ニ反払最高齢ノ時即チ最後ノ試験年ニp前年ヨ 9モ高キ
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接芽卒ヲ示ジ，殊ニ一九二七年産種子ノ如キハ前年ョ 9モ25%モ高

キ接芽奉ヲ示ジア居ノV ノデ，一見異常ナ現象ノ如ク思 J、戸、ノデア

JV。而ジ胡瓜 J、前(6頁)ユ記セノV 女DJ?，恒温器中ニア催芽ヲ行ヒp其ノ接

芽卒ヲ検ジタ y 綾，直チニ其ノ種子ヲ鉢ニ播下シ苗ヲ養成ス JV事ト

ジタ錦メ，置床僅カニ四日間ヲ以ツアy稜芋試験ヲ打切ノV 事ニジタノ

デアノV ヌ{，試験ノ最終年タノV 一九三三年ニハ一九二七，二八雨年産種

子ノ催芽甚ダ遅カツタノデフ(一九二七年産 J、前年既ニ催芽他ョ 9

著ジク遅キヲ認メテアツタ)，其催芽ヲ多クス JV~ メ，従前ヨ 9 二日

間永九即チ六日間置床 V タノデア"JV
Q従ツア前年ト賓験方法ヲ異=

約二日間ノ置床期間延長トナヅタ ~メタ前年ヨ 9 モ接芽数ヲ増加的

援芽卒ガ高マツタノデアツアタ何等異常ノ事デ J、無イノデアノV。質際

叉最終年ニ於ケノV 鉢播下後ノ殺生状態 J、p一九二七年及一九二八年

種子=於ア甚ダ悪シク，一九二七年産ニア J、養成ジ得タ JV苗ノ数少

キ~メ p之 1/'栽培試験 J、中止スノV ノ外無九一九二八年産ニ於ア毛栽

培個数ヲ減ゼザノνヲ得ナカツタノデアノレ(後章開花期試験ノ胡瓜ノ

部参看)。

次ニ第三表ニ就キ接生卒及殺生日数ヲ槍ス JV.=.，此等 J、前述ノ接

芽卒及接芽日敷ニ比ジp後年ニ其卒ヲ減ジ其日ヲ増スト言フ黙ニ於

アj甚ダ不規則デア 9，後年ニ前年ヨ 9モ率ヲ増 v，日ヲ滅ジタ JV成積

ヌf多ク 3種子活力減退ヲ敷的ニ現 J、サヌ揚合ヌf多イヌi"，之等 J、年ニヨ

9盤化ス JV播種時ノ天候ニ支配セラ JV 、モノデア JV事ヲ考 :7 v バ，

此ノ不規則 J、営然トセネバナラヌ。而ジ質駿成積金膿トジア之ヲ観

察ス y 時川其ノ活力ノ市r;;欠減退スノV 事 J、能ク之ヲ看取スノV 事ガ出

来ノV ノデアノV。

以上 J、専ラ生産年究ヲ同クセノレ種子ユ於ケノV，年歯=従フ活力ノ

減退ニ閥スノν観察ニ就キ陳ベタノデアノV ヌt，次ニ生産年次ヲ異ユセ

ノV 種子ガ，周年歯ノ時=現 ρ セノV 活力ノ平均ヲ取 9タノ'V，第十表及第

八，第九ノ雨圃ニ就キ p年歯ノ差ト活力ノ差ノ関係ヲ見 JVニy大韓トシ
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ア J川、年歯ノ高キ方ユ活カノ少キヲ見ノ)Vケ vlドrモ;e，中ニ J川、相嘗不規則

ナノ)V毛ノガア )Vo茸其.等ノ不規貝則リ，ρ、如何ニジア起 V}Vヤト言~ノバf叫J号接妻生

卒ヤ接生日数ノ揚l合ユ於ア-，'，、，，此等ガガF前言 y 通 9

ノ影響ヲ蒙ムノ)V事大ナノJV;1潟毒メλ:後年ニ前年ヲ yモ敷宇的ニ Jρ、I活舌力ノ

大ヲ示ス事ヌガfア )Vノニ加へ"'，第十表メ平均項i数i史丈 7ガf不同デアノJV闘係モ

ア 9，1事メ手不規則ヲ来 V ア居 )V屯ア )Vガ(例バ1煙菜ノ接生卒，廿日大

根ノ殺生日数ノ如引 p 接芽卒及稜;Jf日数ノ場合ニ於アハ平均項敷

ノ差カラ不規則ヲ来セノV モノヨ 9-'、，生産年次ヲ異ニセノレ種子問ニ

活力減退度ノ差頗プ lV大ナノV モノアノV 錦ュ起 9タノV モノガ多イノ

デアノV。依ツア此同種ノ種子ユシア生産年央ヲ異ユセノV モノ、間ュ

於ケノV 活力減退ノ差ニ就キ項ヲ改メア之ヲ観察ジヤク。

2. 生産年次ヲ異zスル種子間エ於ケル

年歯エ依ル活力減退 J差

前項ニ於ア l東ペタ慮 J、p主トジア第三表ヲ Y第九表ニ至ノV 成積ヲ

縦ニ比較シp同年産ノ種子ガ年歯ヲ経ノV ニ従ヒ其活力ヲ減少スノV 勲

品開ジア v アノV ヌ{，第三表ヲ横ニ比較 V，生産年央ヲ異ユジ年歯ヲ異

エス )V種子ノ活力滅少ノ賦態ヲ観察ミ/見 )Vニ?縦ノ比較ノ場合=比

~，年歯ニヨノV 活力減退ノ表頴ガ不規則ナノV 場合 -jl 多ク認メラ V ，而

毛其ノ不規則ガ縦ニ連績ジア居ノレ場合多数認メラ V ノV ノデア )V，llt

ノ事 J、何ヲ意味スノV カト言へバフ生産年次ヲ異=スノV 種子タ7'，年歯ニ

依ノV 活力減退ノ度合丈夫々異ニスノV ト言ア事ヲ意味スノIV-=t::ノデ無.

ケ V バナラヌ。次ニ期クノ如キ場合ヲ第三表乃至第九表ュ就キ摘記

ジア見 V バ次ノ如クデアノV。

鰭菜及廿日大根ユ於アハ横ノ比i陵=於ア大憧トジア年長種子ニ

活力減退度大トナノV 傾向ヲ有仏大ナ y 不規則 ρ 見常ラヌタt，而ジ鵠

菜ノ一九二一年産ト一九二二年産トヲ比較ス )V ト，前者 J、一歳年長

ナノV エ拘 J、ラズ，1費者ヨタモ接芽主主=於ア三年間ノ質験中二岡高ク，

殺生卒 J、常ユ著ジク高カツタ結果ヲ得ア居 /Vノヲ見 )V
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J、，一九二一年産種子ガ一九二二年産種子ョ 9包括力ノ大ナノV 本来

ノ性質ヲ有スノV モノナノV 事ヲ示スモノトセナケ νバナラヌ。廿日大

根ノ一九二四牛産..>'，四歳ニジア念、劇ニ接芽卒及接生卒ヲ減ジ，接芽

殺生ノ日数モ最高デア 9，其ノ綾ノ活力表額ニ於アモ一躍ニ弱キヲ

示ジア居ノV 事ガ注意セラノ'V}V。而ジア此種子ガ殺芽卒ヲ減退セノV 魚，

第十表ニ於ケノV 四歳ト五歳種子ノ平均接芽卒ニ不規則ヲ来ジタノ

デアノV。

i高富置エ於ケノ}V一九二二年産ト一九ニ三年産種子 Jρ、

他ニ比ジ著ジク活力減少度ノ大ナノ}Vヲ示ジア居ノ}V。之ニ反事ジ/，一九二

一年産種子 J川、他ノ敦 V ノ年究産ヨ 9モ活カ減退ノ遅キヲ示ジア居

ノyレ¥りoJJ:此t吃七等ノ潟ニ第四表ノ卒均号接妻芽奉ニモ不規則ヌガf額 J、V ア居ノV。

夜襲草ニ於ア J、3一九二四年産種子ガ種齢六歳エナ 9アモ，頗プノV

優良ナ }V殺生卒ヲ示ジ居 JVニ反れ一九二六年産種子 J、他ユ比 V 活

力減少ノ多キヲ示ジア居 }V。而 v 全般トシアノ差ガ大ナフずノ'V~ メ，

第十表ニア J、大シタ不規則ヲ示ス=至ラナイ。

腕豆ニ於ア〈一九二二年産種子ガ接生卒他ニ比ジ低ク，活力減少

度大ナノV ヲ示ジア居 JV。

審茄 J、接生卒ノミノ観察ナ JVヌ{，一九二二，一九二三年産種子ガ法

外ニ活力減少度大デア }V事ヲ示れ向一九二一年産ト一九二O年産，

一九二五年産ト一九二四年産トヲ比較ジ見ノV ニp後記ノモノ ρ 一年

年長ト J、言へ，前記ノモノョ y接生卒著シク劣ツア居 9，其活力減少

度ノ大ナノVヲ思 J、ジムノVJ折ク蕃茄ニ於ア J、生産年次ヲ異ユス }V種

子間ニ活力減少度合ノ差大ナノV~ ニ p第十表及第八?第九国ニ於ア不

規則ヲ示ス事ニナツア居ノV ノデアノV。

最後ニ胡瓜ニ於ア J、，一九二五年産ヌf齢八歳ニジア向優秀ナノV 稜

芽卒ヲ示スニ反V'.一九二七年産 J、齢四歳ニジア蹴ニ著シク接芽力

ヲ喪ヒフ五歳ニア前項ユ記セノV 如ク殺生甚ダ悪ジク 3栽培試験用ノ苗

ヲ得ノV事出来ナカツタ程デアノVι此ノ一九二七年産種子アノV ヌ{~，第
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十表及其附国エ於ケノV 平均楼芽卒ニ於ア叉楼芽日数ユ於ア不則規

ヌf顛 V タノグアノV。

以上ノ如ク同一種類ノ種子デアツア巴生産年次ノ差エヨ 9活力

滅退ニ大差ノ認メラノV jVモノガアノvc然ラバ此ノ差 ρ 如何ニジア起

9ジカト言へ/.... ~，母植物ノ生育朕態ノ差3採牧時ニ於ケ ;V 種子熟度ノ

差及採牧調製ノ差等ョヲ起ヲジ毛ノナ )Vベキ m 想像セラ V ，吾等 J、

本質験結果ト~}照スペク p種子生産時ノ}伏態エヅキ多少調査ヲ錦的

殊ユ高官，蕃茄みi瓜等ノ特別--活力喪失度大ナノV 種子ニ就キ，其調査

ヲ進メア見タノデア jVカう何等特殊ノ関係毛見出 v得ズニ終 9，弦ユ

生産年次=由 9活力ノ差ヲ生ジタノV 原因=就キ，何事モ陳ペノV ヲ得

ザノV ヲ遺 t賊トスノV ガフ而ジ葉敦レノ原因エ由 )Vトνアモ，此生産年究

ヲ異ニスノV モノノ問ュ活力ノ差ヲ認、メタト云フ事 J、種子皐上ユ於

ア3叉種子ノ費用上ニ於ア，大ニ注意スベキ事柄デナケ V バナクヌ。即

チタ或 jV年ニ生産ジタノV 種子丈=就帆其活力ニ関スノV 貫験ヲ '1$v，之

ニ依リ其種類ノ標準 1・'1$メガ虫日キ事 J、慎マネバナラヌ事ニナ )V。叉

費用上ニ於テ J、p一歳デモ若キ種子ガ可ナ 9 ト言フ事 J、出来ズp年長

種子ガ却ツア活力ノ大ナ )V場合アノV 誇デア jVカラフ種子ノ生産年次

ト言フ事ハ皐術的ユモ賂叉賞用的ェモタ重要視スペキ事柄デアノV ト

言ハネバナラヌ。

3. 種子 J貴重ト活力ト J関係

種子ノ貴重大ナ )Vモノ ρ 其小ナノV ニ比れ稜芽卒高ジトノ費験結

果，、既ュ之ヲ見ノレモp其 J、同一年究ニ生産ジタ y モノヲ用ヒタ lV モ

ノデアツア，採種年次ヲ異ユジタノV 種子間ニ於ケノV質重ノ大小ト按

芽力ノ関係ニ就キア A 吾等ノ寡聞未ダ其宮脇ヲ知ラナイ。今此ノ関

係ヲ第二表ト第三表トノ事}比=由れ各作物ニ就キ考察ジア見 V "'t"¥"9

衣ノ如クデアノV。

飽菜ニ於アp貴重ノ最大ナノV...、一九二七年産種子デアツア，一九二五，

二三，二六，二四?二二ト相次ギフ一九二一年産，、最モ樫グ，之ヲ一九二七
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年産=比ス V _，，" 68 %弱，一九二五年産=比ジアモ 71，%弱=過ギナペ。

然 JVニ接芽及接生ノ成讃ヲ見ノv;.，最軽ノ一九二一年産種子ハ年歯

六歳エジア備九 97.5%ノ接芽卒ヲ有ス Y ニ艶ジp第三位ノ重量ヲ有

二え JV一九二三年産種子ハ年歯五歳ニジア 83%ノ楼芽卒ヲ示スニ過

ギナイト言フ結果デア 9，叉最重ノ一九二七年産種子ハ第四位ノ一

九二六年産即チ前年産種子ョ?一歳若キニ拘ラズ，一九三 O年及一

九三二年ノ接生率ニ於ア劣ツア居ノV ト言フ如キ結果モア 9アy瞳菜

ニ於ア J、y貴重 1・活力トノ問ユ何等明カナ )V正ノ関係ア?ト ρ 認メ

ラ v無イ。

廿日大根ニ於ア J、p前項=記セノν如ク(4頁)一九二四年産以後ノ種

子 ρ 一九二三年以前ノモノト系統ヲ異:=-v，種子ノ貴重=於ア劃然

タJV差ヌfア 9，前者 J、重ク後者，、軽イ。従ヅア雨者ヲ区別ジア考察セ

ネバナラヌ c最初ノ系統ノモノ即チ一九二一，二二，二三年三箇年ノ種

子ニ就キ此等ノ質重ヲ比較スノV ;.，一九二二年ノモノ最モ軽イ。市ジ

ア其楼芽卒及殺生率=於アモ常ニ低ク，殊ニ年歯七歳ノ時ノ一九二

九年ニ於ケノV 賓験ニ於丸一歳年長ナノV 一九二一年産ヨ 9低クナツ

ア居ノVc此結果ヨ 9ス v ~"\，"'"貴重ト活力トノ問ニ正ノ相開。係ガ存在

スノV モノト結論 V ア可ナリデア )V，然ノv :;. J.lIJ系統タ )V一九二四年以

後ノ生産種子ニ就イア見 )V ト，此関係ヲ是認スノV 事 J、出来ヌ即チ此

系統ニ於アハ一九二四年産ノモノ J、他ノ説 V ヨ 9モ重イニ拘ラズ，

三歳迄ノ問丈優良接芽ヲ示セ Jν モ四歳ニ至 9念ユ接芽卒ヲ減ジy其

綾ノ殺生率ニ於アモー九二五年産ヨ 9甚ジク劣 9，活力減退ガ速カ

ナノV ヲ示ジア居ノV。故ニ本系統ノ種子ニア 9アハ貴重ト接芽カトノ

問ェ正ノ相関 φ係ア 9 ト断ズ )V事 J、出来ナイ結果ニナヅア居ノV。

高官ニ於アハ種子生産年度ノ如何ニヨ 9，種子ノ貴重ノ差甚ダ少

キ故ニ之ヲ論及セザノV事トジア 3次ユ夜稜草ノ種子ニ於ケ )V関係ヲ

見ノV ニ，貴重ノ大ナノV 一九二三年産ト一九二四年産ノ種子ト昌小ナ

ノV 一九二五年産及一九二六年産種子トヲ比較ジ見ノV =:.，前ノ雨者ノ
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接芽力大ユジア 3後ノ雨者，、小ナノレ事顕著デアノV，即チ前雨年産ノ種

子ハ齢四歳ニジア共ニ 93%ノ稜芽カヲ示スニ調的一九二五年産，、

三歳ニミノア稜芽率 74.5%ニ下 9，最モ駆キ一九二六年産 ρ 向甚シク

齢三歳ェ γ ア 69.5%ニ下ツア居 JV。向其稜ノ接芽卒ニ於アモy最モ貴

重ノ軽キ一九二六年産 J、他ニ比ジ甚ジグ低度ニアノV ノヲ見ノV。其デ

此蛮議草=於ア J、，種子ノ賓室ト殻芽カト J、正ノ相関今係ア Y モノ

トノ結論スノV 事ガ出来 JVO

次=胡瓜種子ノ質重ト活力喪失ノ関係ヲ槻察スノ'V.:::.，胡瓜=於ア

其活力喪失最モ大ナノV .，、一九二七年産ニシアフ之ニ究グ J、一九二八

年産デア JV事 J、?前ニモ陳ベタ遁リデア JV。然 )Vニ此雨年産ノ種子ノ

霊長ヲ見ノV ニ，一九二七年産必ズジ毛重量小ナノV モノデ J、無イ':年齢

九歳ユジア優良ナノV 活力ヲ有スノv一九二四年産ヨリ J、少ジク犬デ

アノV。一九二八牛産ニ至 9ア J、金f豊中第二位ノ重量ヲ有ジア居ノvc此

ノ成績ョヲ見 ν ノザ胡瓜ニ於アノ、重量ト活力喪失トノ間エ関係ガア

ノV トJ、認メラ ν無イ。

以上，個令ノ種類ニ就キ検討シテ見タ結果ヨ 9スレバp廿日大根ノ

一系統及夜襲草ノ種子ニ於アム種子ノ質重ト其活力保持カトノ問

ニ正ノ関係アノV 如キモ，其他ニ於ア J、之ヲ認、メ )V事，、出家人殊ニ慢

菜ノ一九二一牛産種子〈最低ノ重量ナノV ニ拘ラズ永ク優良ナノV接

芽ヲ錦セノV 如キ，一九二八年産ノ胡瓜種子ハ霊長大ナノレニ拘ラズ活

力喪失速カナリジ女nキ J、注目スペキデアノ'V，然ラバ重量以外ノ如何

ナノV 形質 :Jl，活力ュ関係ア 9ヤト言フ問題ニ就キアへ本質験 J、何等

鯛ノ'VJV事川出来ナカツタ。

4. 作物 J種類ト種子活力減退度ト J関係

種子 jl年齢ヲ電ヌ JVニ従ヒ，其活カヲ減少スノV 度合 J、，植物ノ種類

ニ由ヅア差ガア 9，従ツア植物ノ種類ニ由ヅア種子ノ毒命ュ長短ア

ノレ事ノ、普ク知ラノV ノV慮デアノV ガ，本質駿ニ供ジタ JV各種類間ニ於ケ

ノV 種子活力減少ノ賦態如何ヲ第十表ニ就キ比較ジア見ヤク，固ヨタ
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第十表 J、前ニ記セノV 如ク p平均ヲ取 V)V項数ニ差アム叉生産年究=

ヨ 9活力減退=大差アノV 如キ毛ノモ 3一様ユ年齢ニヨ 9平均ジタモ

ノデアノV カラ，表中ノ数値ユ J、3標準ト潟ジ得ずノV 如キモノアノV事 J、

質際デアノV ケ V I'~ 毛 3而 V 各種類間ニ於ケ )V 活力減少度ノ差ノ大韓

傾向 J、，之ヲ表 J、スモノト潟シア可ナ 9 ト思 J、ノV)VノデアノV。第十表

ニ表 J、vタノV数値ヲ見ノV ト，.'露首ヲ除キタノV他ノ種類閉ユハ本質験

縫績期間丈ニアノ、除 9 大キナ差ガアノV ト J、 ~v 得無イ。

強イア言へバ盟菜'廿日大根 J川、一韓ニ活カ保持ノ大ナノyν ヲ示ジ居

ノyレ事P胡胡瓜ニ於ア八歳ノモノ向 9ω9%ノ按芽ヲ 1潟3セノ)V毛ノア JV事等住

意意、スペキ事ト思思‘ Jρ、ノ)Vノyν

度ノ著 νク大ナノPレ事ヲ示ジア居ノyν。尤ご毛εi高寄芭ニア Jへ、"，一九ニ二年産ト

一九二三年産種子ノ如キ法外ニ活活.力滅退ノ大ナノ)Vモノガア 9九3此等

モ平均中ニ入 9居ノ)V故?第十表エ表表‘ Jρ、V タ )Vν数値 J、少クナッア居ノV

ケ V ド h 而ジ第三表以下ニ就キ 3他年央産ノ種子ノ接芽卒及殺生率

ヲ，他種類ノ種子ノ其等ニ比較ジア見アモ(但ジ蕃茄ニ於ア法外ニ接

生卒少キ一九二二年産ト一九二三年産ヲ除ク)，常ユ数値ノ小ナノV

事ヲ示ジア居 )Vノデアヅア，;，寓吉川他ニ比 ν活力減退度大ナ )V事 J、

宇 J、vヌ結果ニナツア居ノV ノデアノV。

此種類ノ差ト種子活力減退度ノ差トニ開 j蹄γ次ニ本質験結果ト

{弗園 Vilmorin-Andrieux向曾接行ノ LesPlantes Potageres (本書ノ英語 J、

Robinson， Veg巴tableGarden) ニ掲グラ v アノV，疏菜種子ノ接芽保存年限，

及大原農業研究所長近藤高太郎博士ノ種子毒命ニ開スノV 研究結果

ノ二者トノ比較ヲ附記ジア置ク事ニスノv

Les Plantes Potagとresニ掲グラ v アノV 疏菜種子ノ議芽保存年限 (Dur‘

白 germinative)...、p世界的=有名ナモノデアツ九幾多ノ疏菜栽培書ユ

轄故セラ v居 )Vヲ見 )Vノデア )Vガp其ノ中ニ掲グア Y 庭ノ本質験供

試琉菜類ノ接芽保存年限ト，本賓駿ノ試験結果ト比較スノV ト，相一致

セザノV モノモアノV ノグアノV。今同書ニ掲グアノV 毛ノヲ記ス V バ左ノ
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虫日クデアノV。

卒 均 最 高

廿日大根 五 年 十年以上

白 菜 五 年 九 年

高 芭 五 年 年

夜襲草 五 年 七 年

蕃 力日 四 年 九 年

腕 旦 一 年 A 年

胡 瓜 十年以上

(lt!豊菜 J、記載無キ故，相似タノV 白菜ヲ轄載ジア置ク事ユ V タ)

上ニ掲グタ ;V接芽保存年数ト本質験結果トヲ比較ジア見ノ'V 1-，最

高七年ト~セノV 夜稜草ノ種子ヌt，本質駿ニ於ア七歳ノ時 39% ノ殺生

率ヲ示シア居 9，七年ヲ以ツア接芽力保存ノ最高年限ト錦ス J、p如何

;カト思 J、v;V結果ニナツタ居ノV。叉i笥古川最高ニ於ア蛮稜草ョタ二

年多クナツア居 lVタt，本質験ニァ，、前=モ記セノV 如ク，，1高官ノ活力減

少 J、蛮稜草ヨ 9モ速カユジア大ナノV ヲ示ジア居ノνノデ，雨者ノ接芽

保存年数ノ関係ニ艶ジ疑ヲ挟ミ得 1'V。

叉腕豆ニ於ア平均三年トアノV 毛，本質験ノ結果ニヨ V J'"五歳ニジ

テ備 86%以上ノ費生ヲ見ア居 ;'Vノデアツア，三年ナノV 敷ニ J、大ニ疑

ヲ起ナシム)1/ノデア lV

次ニ廿日大根ト白菜ェ於アフ前者 J、後者ヨリモ接芽保存年数多キ

事トナツア居 ;'Vヨt，本質験ニ用ヒタノ''Vff:豊菜ノ種子ヌf近似セノV 白菜ノ

其ト同様ノ性質ヲ有スノV モノトスノV ナラ ..J'，¥，...，本質l臨エア J、睦菜ノ方

タf廿日大根ト同様カ叉 J、其以上=活力ヲ保持ス 1'Vモノ、如クニ見

エ p白菜 J、九歳ガ最高トナリ居 11/ユ割ジ，睡菜，、九歳ノ時50%除ノ接

生率ヲ見ア居 9，其接芽保存年限ガ?ダマダ永キモノナノV ヲ示ジア

居ノV。

以上 LesPla川esPO旬以resノ中ユ載セタレタノV 接茅保存年数ト，本質
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験結果ト，、相一致セザノV モノガアノV。固ヨ 9斯カノV 不一致ノ起 }V所

以ニ閲ジア J、，此露ニ論議スノν何等ノ材料トア J、無イノデ，タザ記ジ

ア以ア大方ノ奉考ニ資スノV 丈=過ギ無イ。

究ユ近藤氏ノ賞。験結果トノ比較ヲ試ミ JV。

近藤氏 J、多数作物及花井類ノ種子ノ接芽カ保存期間ニ付キ賓駿

ヲ行ヒ，長命種子，定命種子，短命種子等ヲ匝別ジア居ノレ(農皐研究第八

窓，農林種子皐，上容)。同氏ノ貫験ユ供シタノV種類ノ中デ，本質験ニ用

ヒタノV モノ J、間菜，夜稜草，蕃茄y腕豆，胡瓜ノ五種デアノV。今此等ノ接芽

保存期ヲ比較 V ア見 ;V事ユス }Vガp向近藤氏供試種子中ノ事護院大

根川p本質験ノ廿日大根ト共ニ莱肢デア }Vカラy此雨者ノ比較モ附記

ジア置ク。本質験ノ分ハ第十表ニ示セノレ接芽率及殺生率ノ平均債ヲ

以ツアスノV事トシ謝賞験成麓ヲ併記ス V バ究表ノ如クグアノV。

第十一表

種 子 年 齢

I 7 I8 I 9 

飽 四日!
注目恭氏後芽率

楽 I. .~ _. (溌芥家
本質験{
1後生率 竺1ケ21 40叩150岡

来

(聖護院大根〕
近 H議氏 後芳三率

蔵 I(ーIt日:犬恨)f ~主芽率
本質験 1i後生率

一lJU:5l:i13日
3.8 。l
、O 0.3 

田ド7.241

39.(わ

ど 11-;22三lj171f山121JJlJJ
蕃茄lzz;21zlzi判4444

一

胡瓜lzU2114羽二:148qmZ149J:
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上表ニ由リ之ヲ見ノV ニ，近藤氏ノ賞験成績ト p本質験ノ成績トノ間

ユ J、非常ナ lV差ヌfアノVJ訴クノ如キ差ノアノV 所以 J、何ニ由ノV カト言

へバ3種やナノV 事項ガ奉グ得ノV ガ3其ノ重ナノV モノ J、

1.種子ノ性質ノ差 2.貯蔵法ノ差 3.地方的気候ノ差デアラク。

1.ノ種子ノ性質ノ差ニ就イア J、，前項ニ於ア|東ペタノV 如グ 3同一圃

揚デ生産ジタ種子ニア 9アモ3生産年次ヲ異ニスノV ニヨ 9，活力喪失

ニ大差アノνモノガアノV ノデアノV カラp近藤氏ノ用ヒタノV 種子ト，本質

J験ニ用ヒタノV 種子 h性質上既ニ具ヅア居 JVモノデアツタカモ知 v

ヌト言フ疑ヲ起 v得ノV。町ジナガラ，如何ユ性質上ノ差ガアツタトジ

アモ，雨者ノ賓験成績ノ差，、傍 9ニ大デア Jり庄藤氏 ρ 蛮毒草ニ於ア

ニツノ材料ヲ取ヅア居 lVヌ{，共ニ三歳ニジア殆ンド其接芽カヲ喪失

事/ア居 JV。然 JVニ本質l験ニ於ケノV 蛮稜草ユ於ア J、y三歳種子ノ平均ヌf

90%ュ近キ接芽ヲ示 V ア居ノV ノデア ;v。叉本試験ニ於ア，蕃茄ノ一九

二三年産ノ種子刊誌外ニ活力ノ弱キモノデアノV ガ五歳ユジア向 15

Mノ後生卒ヲ示ジア居ノV。然ノV エ近藤氏賓験ノ蕃茄川二歳ニジア試

験ガ打切ラレア居 JV。斯クノ如クデアノV カラ近藤氏ノ供試種子ト p本

賓験用種子トノ間~，j['宝質上差ノ有無 J、永久ニ疑問トジア残サネバ

ナラヌガ-，町シ雨貫験ノ相違ノ甚ジキハ種子ノ性質ト言フヨ 9J、p他

ニ其ノ理由ヲ需メノV 事ガヨ 9重要デア lVト思考セラノV。

2.ノ貯臓法ノ差違ニ闘ジア(近藤氏ノ供試種子 J、布袋エ入 ν室

内ニ吊 νア置カ V タモノデアノV ヌt，本質験ノ供試種子中，i'iJJ瓜 J、布袋

瓦紙袋，其ノ他ノ種子 J、質l時着手前川紙袋質験着手後 ρ 木栓ヲ施ジ

タ JV標本瓶ニ入 V，此等ヲ貫験室ノ棚ノ中ニ納メ置イタノデアノレカ

ラ，後者 J、前者ヨ 9精密閉賦態ニ貯蔵セラ v タノV ノ差ガアノV。而シア

密閉ガ種子活力維持ニ好影響アノV 事 J、多クノ皐者ニヨ 9貰駿セラ

v ア居ノV。近藤氏自身 h此事ニ就キ多クノ貫駿ヲ行ヒ y其中睦菜夜襲

草，墨護院大根等ノ種子ニ於ア，密封弐f活力保持ヲ長カラミ/ムノV 事ヲ

確メア居ラ V }v(農林種子皐p上容y二一九一二二O頁)。其丸本質験ヌf
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近藤氏ノ質 J験ヨ 9活力保存ノ長キ結果ヲ得タノニ J、，貯識法ノ差遣

ガ多少ノ関係ア )V事ト思 J、V)V。而ジ前表ニ見ノV 如キ差違ヌt，此貯蔵

方法ノ差違ニノミ原因スノV トJ、勿論考へラ v 無イ。即チ本試験ニ於

ケノV 胡瓜 J、前言フ女日夕最後迄布袋及紙袋ニ入 v ラ ν棚ユ入 V ラv

タ丈デ?其棚タノV ヤ勿論気密ノモノデ無イニ拘ラズ，近藤氏ノ貫験結

果ニ比 v這カニ優良ナ )V殺茅卒ヲ示シア居 )V。叉其ノ他ノモノモ質

験着手ノ年迄 J、紙袋=入 v ラ vア居ツア密封朕態ニアツタモノデ

無イ。町三ノア賢験最初ノ年即チー九二四年ニ J、p蕃茄ニア 9ア J、五歳，

臨菜，廿日大根"高官ニア 1).7".T、四歳，渡麓草，腕豆ニア J、三歳ノ種子ガ

アツア，此等ガ近藤氏ノ貫験ノ如ク活力ュ減少ヲ見ノV モノナラ./... ~，既

ニ相営活力ノ減少ヲ示ジア居ラナケ V バナラヌ筈デア )Vガ，事費 J、

然ラズタ執 ν モ優良ナ )V活力ヲ示ジア居ノレ(第三表以下各種類ノ第一

段右端ノ数字奉者)，此等ノ事貫ヨ 9考察ス V バp本質駿 ι 於ケノV 種

子活力保存ノ長カ 9シ事ニ J、3密封ナノV 事ヌf関係ナカツグト J、言ヒ

得ザ )V :モ，其ノ影響ノ、左程重大ナ )V モノト J、思~ .t、 ν ズ，寧ロ他ノ重大

ナノV 関係ヲ有スノV 毛ノア 9 トセネバナラヌ。其慮デ

3ノ地方的気象ノ差達トイフ事ガガF考へラ V竹 9之芳ガf最モ大ナ y 闘係

ヲ有スノ)Vモノデアノ)V ト思思.考セラノ)Vノ)V

ニスノ)V観察 J川、 F賠頗5頂iノ)V多イ様デアツア，近藤氏ノ前記論文及著書ユモ多

ク、弓引引|用セラレア居 )VガP而ジ今此慮ユ在来ノ研究観察ヲ皐グア，地方

集候ト種子毒命トノ闘係ヲ彼是 V 論ズノ;V事 J、セヌ。タダ地方気候究ガf 

種子ノ活力保持ニ非常ナノ;V影響ヲ及ポスモノノ一例トジア前表ヲ

掲ゲ3以ア本邦各地ニ於ア各種重要作物ニ就キ，生産ヲ同フセノレ種子

ヲ同一取扱ノ下ニ貯蔵れ其毒命ニ闘スノV 比較研究ヲ行ヒ，地方ニ由

y 種子活力喪失朕態ノ差ヲ見ノV 事 J、3興味アノレ事デア1)，叉賞用的ニ

モ役ニ立ツ事デアノV ベキヲ唱へ，且ツ其貴行ヲ農皐界ニ希望ジ置ク

事ニジタイト思フノデアノV。
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5. 設芽寧ト設生率

種子ノ中特別ノ性質ヲ具有スノレモノ，即チ接芽ニ光線ト関係ヲ有

スノレ性質ノモノ p裡度ノ麓化ニヨ 9按芽力士宮進セラノV ノV 性質ヲ有ス

JVモノ，及特別ユ堅硬ナノV 種皮ヲ有スノV モノ等ニ於ア J、，岡上ノ殺生

率}7'却ツア恒温器内試験ノ接芽卒ヨリ大ナノV 場合ガ認、メラ }V}V=1::， 

一般ノ種子=於ア〈接芽 z 好適セノV僚件ヲ具備セノV 接芽床上ニア

検セラノV}V接芽卒トフ闘揚ュ於ア地中ニ播下セラ vタノV モノノ殺生

スノV 歩合ヲ検スノV 接生率トニ於ア，前者ニ高ク後者ニ低キ J、常然デ

アノVc本質 J験ニ供セラ v タノV 種子中，審茄?腕豆及胡瓜ヲ除キ(前二者 J、

殺芽卒ヲ検セズ，後者 J、接生卒ヲ検セス。)，他 J、凡ア接芽卒常ニ殺生

率ョリ屯高九貫験成続中異常ト認メラノ'V}V伊い、只ーツアノV ニ過ギ

ヌ。其 J、廿日大根ノ一九二四年産種子ニ於ア，一九二八年度試験ノ接

芽卒}/，ー牛稜ナノV 一九二九年度試験ノ接生卒ヨ 9少ナキ事ずアノV。

町三/一九二九年度試験 J、夏時ノ播種デアツア 3殺生 J、一髄ニ良好つF

Pジ事ト，雨者ノ差 J、僅少ニシア小数黙以下ナノV 事等ヲ考へ合ス ν

/ .... '...，此一例モ特ニ取 9立アア論議スノV程ノモノデ J、無イト思J、}V}V。

第三表乃至第六表ニ J、殺生卒ト接芽卒百牙率ヲ計算ジ之ヲ掲グ

アアノV カう此百牙李 J、言フ迄毛無ク筏生卒ニf.lスノレ接芽卒ノ割合ノ

消長ヲ示スモノデアヅア 3此ノ李ノ減少ハ取 9モ直ナズ殺芽カヲ有

ジア居アモ接生 J、之・ヲ鋳ジ得ず }V如キ種子ノ数タf比較的ニ多クナ

') ，接芽数ト殺生数トノ開キヌf大キクナヅタト言フ事ヲ示スモノデ

アr依ヅア表中ノ百牙卒ヲ取')，種子活力ノ減退 1-，費生卒ニ事}スノV

接芽卒ノ消長トノ関係ヲ観察ジア見ャク。

種子活力ノ滅退 J、，濁 P 接芽卒及後生卒ノ減少ニ於ア ~Ji ...、ノ'V}V ノ

ミナラズ，殺芽日数及後生日数ノ増加ニ於アモ顕 J、V，其接生力ノ弱

マ 9居ノV 事ヲモ示スハ既ニ前項ニ於ア見タ }V慮デアノV。既ニ其稜生

カヌf弱マ 9居ノV 以上刊号麦芽ヲ錦ジ得ノV モノノ中ユモ，土壌ヲ破 9費

生シ来ノV 丈ノ活力ヲ快ク如キモノノ敷ガ;種子活力減退ト共ニ比較
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的多クナヲ行クベキ J、想像セラ }V}V!l邑デアノV。従ツア種子活力減退

ニイ宇ヒ接芽卒ト接生卒トノ差 J、大トナム雨者ノ百牙卒 J、低クナノV

ベキデアノV。

第三表乃至第六表ノ成読ハ果ジア此事費ヲ示スヤ否ヤト言フニ，

金成積中，高置ユ於ア J、明瞭ユ此事貫ヲ示ジア居ノ'VJ!Pチ高萱ノ種子

中，一九二二年産ト一九二三年産 J、活力減退度ノ甚シキ毛ノデアノV

ヌt，此等ノ接芽封殺生百分卒 J、他年産ニ比三/甚ジク低イ(百分卒ノ比

較ハ表ヲ横ニ~スベキテー縦ノ比較 J、潟スベキデナイ。何トナ V ~'\~，殺

生卒其者〈試験年度ノ天候其他=支配セラノ'V}V事多キ故デア IV)。

叉其他ノ年次産種子ニ於ア t接芽率低キニ従ヒ百牙奉毛低イノデ

ア)Vも即チ一九二七年度及一九二八年度ノ試験結果ユ於ア〉明カニ此

事賓ガ認メクノ'VJVノデアノレc盟菜，廿日大根，夜襲草ニ於ア J、y此ノ事費

J、高首ノ如ク明瞭ニ瀬川 V ア居ラズシア，相反スノV 如キ結果ヲ得タ

揚合モア JV0 (伊IJ/，~鯉菜ニ於ア J、一九二八年度ノ試験ニア一九二二

年産ト一九二五年産トノ比較ニ於アi‘日大根ニ於ア ρ 同ジク一九

二八年度試験ニア一九二三年産ト一九二四年産トノ比較ニ於アフ夜

襲草ユ於ア J、此屯同ジク一九二八年度試験ニア一九二四年産 -}l稜

茅卒第二位ナノV ニ拘ラズ百舟卒 J、最低ナノレ如キ)，而ジナガラ以上

三種ニ就キ 3四年間 ι 亘ノレ賞験成績ヲ平均ジア見ノV ト次表ガ得ラ }V

JV 0 (奉考トジア i留置ノ平均モ表中ニ掲グ)

第十=表

種 密告

設予F至十三平均

平野J?f主芽日鍛平均

設生率千均

平均殺生日段平均

殺生幸flI'菱重F百分率

種齢ト平均殺生fJ接芽百分率

瞳 菜

1 (4) 2 (4) 3 (4) 

98.88 96.25 98.75 

1.12 1.22 1.33 

89.56 88.68 83.63 

6.12 6.62 6.71 

90.58 92.14 84.72 

(2TD42) 

4 (4) 

97.63 

1.63 

84.33 

6.91 

86.35 
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廿 日大根

種 齢 1 (4) 2 (4) 3 (4) 4 (4) 

後芽王手三平均 99.00 97.25 96.88 91.38 

平均後芽I:I数平均 1.12 1.26 1.61 1.76 

後生き千三平均 85.13 7686 73.31 70.26 

平均投生nml平均 7.53 8.36 7.97 8.30 

教{t~1政芳三百分尋i 日5.92 78.64 75.57 75.75 

i寵 明白↑

積 齢 1 (4) 2 (4) 3 (4) 4 (4) 

後ヲf- d幸三平均 98.CO 94.25 77.25 73.25 

千土当事長芽日霊i平均 1.48 2.98 2.32 2.E6 

溌生率平均 68.65 60.31 41.15 30.30 

平均後生 H数千均 8.85 9.15 9.98 10.78 

後生霊1汲芳三百分率 70.C5 63.29 ε0.54 40.45 

夜 護 草

種 齢 1 (4) 2 (4) 3 (4) 

設芽率卒均 96.50 90.25 89.63 

平均後芽日聖士乎均 3.63 4.02 4.10 

E芝生率平均 f:3.81 75.47 69.49 

平均投生日数平均 8.96 9.29 9.53 

殺生劉波予F百分率 87.08 82.34 7632 

前表中p瞳菜，廿日大根 J、四歳，蕊義草 J、三歳迄=止メタノ'V.;>、，其以上

ニナノV ト観察年数ガ少数トナ 9，即チ平均ヲ取 }V岡敬ニ差アノV 事ト

ナノV 故デアノレガ，本表ニヨ 9ア見ノV.::=..，種齢一歳ヨ 9四歳ユ規則正ジ

ク百分卒ヲ減ズノV トJ、限ラヌガ(殊ニ鵠菜ニア ρ 二歳ニ最高百分率

ア9)，而ジ一歳二歳ト三歳四歳トヲ比較ス V バ y敦 V モ其百分率ノ

減少相営大ナノV ヲ認メラ V，能ク種子活力ノ減退ト，殺生封殺芽卒ノ

比率ノ減少ガ一致スノV 事ヲ示ジア居ノV ノデアノV。タダ其百分率減少

ガ高官ノ場合ノ如ク明瞭ナラザ }V...、p種子活力減退度ノ甚ダジク大

ナノV 迄，試験ヲ総額セザ }V111完デアノV l-思 J、}V}V。若ジ以上三種ニ於
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アモ，接芽卒ヌ{50%以下ニ降ツタ種子ニ就キ殺生卒ヲ検ジタナラ ..Þ"'~，

i高官ニ於ケノV 如九明瞭ナノV 百分卒ノ減少ヲ見ノV 事デアフクト推す

ノV ノνノテ'アノV

以上ノ如ク種子活力減退ス V ..T¥"'，殺生卒ユ劃スノV 接芽卒ノ比率モ

亦減少スノγ 事p推論遁 9デアノV ヌt，究ニ向?殺生封殺芽ノ比率減少 7t，作

物ノ種類間ュ差違無キヤ否ヤニ関 ν観察ジア見 )V.:::.第十一表ノ平

均百分卒ヲ見ノV ト睡菜最モ高ク蕊襲草ト廿日大根川相似タノV 平均

率ヲ有ジア之ニ次ギベ富貴 J、甚ジク低イ。而ジ此等ノ中デ3謀議草ト廿

日大根トノ百分卒ガ躍菜ノ其ヨ 9低イノハ種子ノ特性ョ 9来ノV 毛

ノト見ノV 事 J、出来ナイ。第三表乃至第六表ヲ仔細ニ検ジア見ノレト p此

等三者ノ殺生卒 J、試験年度ニヨ 9各令異')，一九二七年度ノ試験結

果ノ如キ J、設藻草ト廿日大根ガ樫菜ヨ 9モ却ヅア高キ百分卒ヲ示

ジア居 fVノガ見ラ V)Vノデp必蒐-"，其年ノ外国航態ニヨ 9鑓化ノ多

キ殺生卒ヲ取 9計算シタ )V百分卒ヲ平均ジタ lV結果，{同令起 9来 v

)V差デアノV ト見倣スベキダアノV。而ジナガラ，此等三種ト高音トノ間

ニ J、特性上ノ差ヲ認メナケ V バナラヌ。第十一表ユ顕 J、ν タ )V差ノ

甚ジキ J、勿論，第三表乃至第六表ニ就キ之ヲ見ノV モp上記三種ノ作物

ニアハ百分卒90%以上ナノV ガ多数認メラノV)Vケ V ドモ高官ユ於ア

J、接芽卒ェ於ア 100%ト言フ優良ナノV モノデ弘毅生卒 J、八83.03(一

九二六年試験)， 99.5 %ノモノデモ 82，%(一九二七年試験)ニ過ギズ呉

他ニ於アモ凡ア前三者ニ比ジ費生率ガ甚・ジク少ナイノデアヅア，~高

直ノ種子ノ、，特ニ殺生窄ニ事}スノV 接芽卒ノ比率ノ低キ性質ヲ有ス )V

モノナノV 事ヲ頴 J、ジア居ノV ノデアノV。而ジア高芭ノ種千円他エ比ジ

著ジク形ノ小ナノV モノデアノV カラ(第二表種子貴重差是看)，之ヨリ生

ズノV 植物モ亦弱小錦ニ土壌ヲ破 9費生 v来ノV 勢力弱ク p従ヅア接芽

J、~スモ殺生 v 得ザノV モノノ割合 P 大トナ') ，百分卒低キ事トナ )V

モノ 1・思 J、V)Vヌt，i而シ叉前項ニ見タノV 女日夕 '1富草川種子ノ活力減退

最モ蓮カナノV モノデア )V事ョ 9ジア，活力減退ノ遅速ト 3接生封殺芽
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ノ比卒ノ高低ト何等カノ関係アノν屯ノデ J、無カラクカト言フ事毛p

想起セラ JVJVヲi，此事ニ閲 V アノ、勝家ノ質験ヲ望ミタイ。

第三章 抽苦開花期=閲スル賓験

抽苔性ノ種煩タ y 瞳菜p廿日大根高直接義草ニ於アハ植物個健ノ

中心ヲ軽ク指ニア開キ，花苦叢 :Ji肉眼ユア認メ得タノV 時日ヲ以ツア，

此等ノ抽苔日トジ，腕豆，蕃茄胡瓜=於アハ第一ノ開花(花鱗ヲ充分ユ

開キタノV)jlアツタ日ヲ以ツア，其ノ開花日トジタ。

抽苔及開花:1/一度起 ν バ 3其綾 J、相究ギア起 9，午前ニ未ダ之ヲ見

ザ 9ジ物ガ午後=至リ之ヲ見ノV 場合ア/1/ヲ考慮ジp各種類ニ就キp毎

日午前カ午後カ一定ノ時刻ニ調査スノレ様ニ努メクケ V ドモ，或 J、調

査個数多キ錦午前ョ 9午後=及ピタノV 揚合モア 9，或 J、降雨ノ錦メ，

一日以上モ調査ヲ後ラスノ止ムヲ得ず 9v場合毛アツタι而ジ期カ

JV揚合ニ J、花序成長ノ程度叉ノ、花害時ノ就態ョ 9剣ジアy趨嘗ニ記帳

ヲ早メノV事ユ V ア正確ヲ期スノV 事ニ努メタ。

質験結果ノ表示=於アp抽苔開花日数 J、p播種日ョ 9抽苔開花ヲ見

タ JV日迄ノ日数ヲ取 JV事ニスノV。本賓験ノ如キ種子ノ活力ヲ異ニジp

播種後殺生迄ノ所要日数ヲ異ユスノV モノノ間ノ抽苔開花日数ヲ比

較ス y 場合ニ於ア，軍ユ播種目ヨ 9起算スノレ事ヌt，果ジア賞ヲ得ア居

ノV ヤ否ヤ p費生ヲ~セノV 日ヨ 9 起算スノV ヲ可トセズヤ否ヤトノ疑問

ヲ起ジ得 Y。而 v吾等ハ先年腕豆ノ開花期遺停ヲ研究セ JV際ェ，接芽

後生ノ遅 ν タノV個憧ノ開花日数 J、，接生ノ早ヵ 9v佃躍ニ於ケノV 其

ヨタモ，短縮セタノV ノV 者ナノV 事ヲ確メア居 JVo(Y'Hoshino : Jour. Col. Agr・

ic1. Tohoku 1mp. Univ. Vo1. V1 (1915) p. 239・)此短縮ハ殺生後 v タノV 佃耀

ヲf殺生後比較的早ム外気11度ノ上昇ユ逢ム其抽苔開花子f促、進セラ

ノV ノV~ ヵ，又，、日照時間等ノ闘係モア JV カ J、固ヨリ明カデ J、、無イガ，

本質験ノ如キ3費生所要日数ユ差 J、ァッア毛y其差タノV ヤ僅小ニジア，
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大部牙二三日 Z 過ギヌ場合ニ於ア，~、殺生還 v アモ，他方ニ抽苔開花

ノ促進ガア 9.其遅 vタ;V日数 J、，比較上顧慮ノ必要無キ程度ノモノ

ト見倣ジア可ナ P ト信ズ ;VノデアノV，是 ν抽苔開花日数ノ計算〈播

種目ョ 9 1、スノV ヲ原則トセノV 所以デア ;V，而ジ殺生時日=著ジキ差

ヲ見タノV 場合ニ就キアハ考察ヲ陳プノV 際ニ特ニ論及スノV 事ニス }V。

前章 6頁ニ記セノV 女日ク 3殺生不良ノ錦メ所定個所ユ一個膿モ生セ

サノV 場合(補植ヲ行ヒア其空所ヲ充タスニ努メタノV ニ不拘y其補植

佃瞳ノ活着ヲ説マ V ノV モア 9.叉接生後若ク J、定植後ニ故障ノ錦メ

中途ニ ~v タノV モノモ生ジ局メニ畦上ニ欠株ヲ生ス. lV ~、兎 V 得ナ

カツタノデアノV。従ツア其欠株ヲ挟ム雨側ノ伺躍叉 J、左右欠株ノ錦

メニ孤立セノV 植物ハ其占有面積大トナ 9養分吸牧ニ悪マ lV}V理デ

アリ局メニ其等植物ガr"，拙苔開花ニ影響ヲ受ケナカツタカト云フ疑

問 ρ 常然起 9来ノレ。吾等モ此黙ニ留意、 v，欠株ノ雨側ナノレ植物及孤立

セy 植物ヲ注意シア観察シフ殊ニ欠株ノ多カ 9シ高宮ニ於ア観察シ

タノデアノV ヨt，抽苔若ク J、開花ス y 迄ノ期間内ニハ此等ノ植物ガ特

ニ生育旺盛ナ 9 トモ認メラ V スう欠株ヌf抽苔開花ニ影響アツタトシ

アモ 3其影響タ lVヤ倣今タノV モノデアノV ト思 J、V タノデ，賓験結果ヲ

比較スノV ニ常 ，.欠株ノ左右ナノV 佃髄及孤立個臨ノ抽苔開花日数モ，

之ヲ除外スノV 事無ク，殺生後叉 J、定植後，抽苔開花迄正常ノ生育ヲ途

ゲタノV 佃睡ノ、凡ア採用スノレ事ニジタ。

抽苔開花ノ遅速ヘ天候朕態ニ支配セラノレノV 事大ナノ'V/、自明ノ事

デア }Vカラ p試験牛次ガ異ナレバp同一種ノ作物デモ拍苔開花日数ニ

差アノV~、常然デアノV。故ニ吾令 J、貫験結果ヌ比較考察スノV ニ常， ，此

黙ニ特ェ注意スベキ J、前章殺生卒ノ場合ト同様デアノV。

一. 貴験結果 J表示ト其考察

賓験結果ノ表示 J、先グ観察ニ供ジタノV 佃館敷ヲ掲グ，次ユ J、，前章

ニ於ア接芽及殺生日数ノ平均ヲ算出セ }V ト同様ノ方式ニ由 9算出
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セル(12頁)各試験匝ノ抽苔開花王子均日数ヲ掲グ )V事ニス )Vガp此平均

日数ノ比較ヲ便ユス )V鶏メ，各年度毎ニ拙苔開花日数ノ順位(日数ノ

少ナキ方ョ 9ノ順位)ヲ，括弧内ニ入 ν附記シ置ク事ニスノV。向叉接芽

卒及殺生率表示ノ揚合ニ準ジア3種齢ュ臆ジタノV平均毛附表トジア

謁グ )V事トスノレト共ニ p縦軸ユ日数横軸=種子ノ年齢ヲ取ヲア作成

セ JV曲線固ヲモ掲グノV 事トスノVU

ヨたニ J、供試作物毎ニ表及園ヲ掲グアp其結果ュ封スノV考察ヲ試ミ

ヤク。

第十三表

賞験

年次

1924 
拍~日重E

供試個 t豊重主
1925 
拙空宇日空主

供試個飽霊1・

1926 
拍昔日軍主

供訣個飽費主

1927 
抽苔日数

供試個 f豊重主
1928 
拙昔日豊主

供試伺飽並走

1930 
拙主主日数

供試個間数

1932 
拙苔日豊主

1，瞳菜

躍菜ノ抽苔日数

採 種 年 次

1町 11叩 11929119281192711位61192511924119231惚 11但

一 一 一 一 一 -4町 51: 

46.80: 47.28 46(.517 
〉一 一 一 一 一 一 (3) 

一 一 一 一 -1 83 

47
く

d6

司
4l47(

£制

3
到1!49(?34

宅

2 
〕

45.67 
一 一 一 一

一 一

:4ふ4特5μ44J3 一 一 一 (1)1 (3)1 (5)1 (4) 

ー ー 一 -34d 55 5t 51.20 50.4~ 
ー 一 ー 一 く (3I (2)1 (4) (6) (5) 

一 一 一 58 59 

47.071 47.021 48.45 49.02 49.12 
一 一 ー (3)1 (2;1 (4) (5) (6) 一

ー 59 57 55 一
40.641 41.351 41.75 43.34 43.54 44.71 

一 (1)1 (2)1 (3) (4) (5) (6) (8) 

42 40 40 41 41 431 44 30 

担「ベ
一 一

44.41 46.89 46.94 48.28 48.86 51.47ω.10 50.48 
く1. (2) (3) (4) (5) (8)1 (6) (7) (9) 一 ーー

指孤内政字ノ、拍主主ノl順位〔以下ノ各表之ユ準メ〉
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種齢ニ謄ズ)1/平均抽苔日数

種 齢)1く7)I 2 (7) ) 3 C斗叶 5C示叶 7(2) I 8叶 9(1) 
白書目鍛平均 I45沼 I46.24¥引 47イ叫州 4叶 4叫
括孤内ノ厳字戸平均セル年鑑(以下之=準ス〕

第十園 鯉菜ノ抽苔日数

日
毅

55 ，-

50 

:司、;t処

γ ヶー
J 
'''3'' 

'13・
40 

35 

2 3 4 

各線ノ雨端ナ 2レ扱字ρ寅験年次

111.7 

1¥" 

5 6 

~。

7 8 9 

1112. 
乎坤

種齢

52.59 

第十三表，、韓菜ニ就キアノ貫J験結果ノ表示デア 9，第十園 A 其曲

線圃デアノV。本表ニ就キ，横::::.，若齢種子ト老齢種子トノ抽苔日数ヲ比

較ジ見 )Vニp僅少ノ例外 J、ァ V ):，年齢ト抽苔日数ノ順位ト相比例ジ
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ア居 )vノ -Jt明ニ認メラ V)v。一歳種子ノ、七ヶ年ノ試験中，一九二四，一

九二六年ノ雨年ノ成竣ヲ除キタノレ外ハ早期制1苔ノ第一位デアツア，

最高齢種子ノ方ユハ最後ノ順位ユ拙苔ジア居ノV ノガ多ク 3叉一歳種

子ト老齢種子 l、ノ中間ナノV 毛ノユ於アモp二三ノ例外ヲ除キアノ、p抽

苔順位 J、種齢順ニナツア居 )v ノデアノVJ羽クノ如クニジア，~豊菜ニ於

ア J、3古種子抽苔速進説ト正反撃すニp種子ヌf年歯ヲ増スニ従ヒ，拙苔後

ノV ノV 傾向ヲ有只 )v事ヲ，貫験結果ヌf明瞭ニ示ジア居ノV。而ジア本質験

結果ト前章ノ種子活力ニ閥スノレ質駿結果トヲ準}比スノV ト，種子活力

ノ減退ニ比例ジア抽苔ヌf遅延スノV事ガ認メラ V ノV。即チ前章ニ掲グ

タノV 結果 J、(第三表)盟菜ノ種子ニ於ケ )v大臨傾向トジア，年歯高キモ

ノユ活力減退多キヲ示的タダ一九二一年産種子ト一九二二年産種

子トノ間ニ於アノミ門前者 J、一歳年長ナノV ニ拘 J、ラズ後者ヨタモ

活力減退少ナキモノナノV 事ヲ示ジア居ツタノデアノV。然ノV ニ拍苔ノ

質験=於アモ前記ノ如ク，年歯高キモノ程抽苔遅ノV)V傾向ノ存在 J、

明カデアム且ツ一九二一年産ト一九二二年産トノ拍苔ヲ比較シア

見 )Vト，四ヶ年ニ豆 )V試験ノ中三ヶ年ハ年歯若ケ V ドモ 3活力減退ノ

大ナノV 一九二二年産ガ遅ク抽苔シア居ノV ノガ認、メラレf活力減退度

ノ多少ト抽苔ノ遅速トヌt，相平行ジア居 )V ト言フ結果ニナノV ノデア

ツアp畢克，瞳菜ニ於ケノV抽苔ノ試験結果 J、，種子ガ年歯ヲ重ヌ V バ拙

苔後 )V)V植物ヲ生ジ，而ジア拙苔遅速 P 種子ノ活力ト相関係 V'，異年

衣産ノ種子間ニ於アに活力大ナノV モノ J、年長ト雄毛y其少ナノV ニ比 v

抽苔ノ早キ植物ヲ生ズ )V事ヲ示ジア居ノV。

向前ニ殺生ノ遅延ト抽苔トノ関係ニ就キ一言ジ置イタガ1(54頁)， 

髄菜ニ於ア J、海歯ヲ重ヌ )V ト共ニ，接生ノ遅延 J、之ヲ認メ得タノV モ

(第三表)，而シ一九三二年ノ試験以外ニ於ア J、其遅延タノV ヤ極メア

少ユジア，一歳種子ト最高齢種子トノ間ニ於ア，平均費生所要日数ノ

差二日ニ及プモノ J、無イ此ノ如キ差 J、，同ジク前説，殺生遅延個憧ニ

J、抽苔ノ促進アノV 事ヲ考フ ν バp比較上別段考慮ヲ要セヌ事デアラ
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ネバナヌ。只一九三二年ノ貫験ニアハ一歳種子ノ平均接生所要日数

7.75ナノV ニ，最老齢ノ九歳種子 ρ12.26日デアツア，其差 4.51日トナツ

ア居 }V7/，而ジ此差 h平均抽苔日数ノ差 8.18ョ 9~、少ナイノデアツ

ア，問題トスノV ニ足ラヌノグアノV。

以上ノ如クジア盟菜ノ質験結果ハ古種子早期抽苔説ト反事}ニ 3種

子 J、年歯ヲ重ネ活力減退スノV ニ従ム抽苔後ノ'V}V植物ヲ生ズノV モノ

ナノレ事ヲ p明カニ現 J、ジア居ノV 毛ノトセナケ V ..，l'，¥"ナラヌ。而ジア叉・活

力ヲ異ニスノレ具年次産ノ種子問ニアモ，活力大ナノV 種子 J、早期ニp活

力小ナノV ，T、遅ク，抽苔スノV植物ヲ生ズノV事ヲ示ニぇ結果ア 9。畢諸種子

ノ活力ト抽苔期ト J、逆比ヲ錦 ν，活力少ナノV~、抽苔日数大ナノV モノ

ナ 9 ト決論ジア可ナ 9デアノV。

向一言附記ジ置ク J、3第十三表ノ二及第十圃ノ太線(卒均):..於九七

歳八歳ノ種子タl，{民キ抽苔日数ヲ示ジア居ノレ事ニ就キアデア JV，此等

雨歳種子 J、平均年数各令二ヶ年ニシア 3而モ其中ユ J、一九三 O年ト

言フ，特別ニ早ク抽苔ヲ見タ年ノ結果責f加，、ッア居 }V結果，他ヨリモ

特ニ低日数トナツタノデアツア，他トノ比較ニ J、ナラヌノデアノVJ師

ノ女[Jキ事 J、此ヨ 9後ニ記スノV成積ニモ嬬 J、)V}V事デアノV カラ，特=

注意ジア置クノデアノV。

2. 廿日大根

廿日大根ニ就キ5'!質験結果 ρ 第十四表デア }V ガ，此者ェア J、前

述ノ如ク(4頁)，一九二三年産以前ノ種子ト，一九二四年産以後ノ種

子トハ系統ヲ異ユジ居ノV故，二系統ヲ匡別ジア観察スノV ヲ要スノV。其

デ第十一園川一九二四年産以後ノ種子ノミノ結果ヲ圃解セ }Vモノ

デア 9，叉表中ノ抽苔順位 J勺同ジク一九二四年産以後ノ分ニノミ記

入ジテア ，v。

一九二三年産以前ノ種子ノ抽苔日数ヲ比較ジア見ノV }，三年間ノ

試験結果;説 v モ其抽苔日数ノ差甚ダ少グ，取 9立アア彼是言フ程ノ

事毛無イヌt，町 v最高齢ニシア第一年目ニ，最低ノ抽苔日数ヲ示ジア
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居ヅター九二一年産種子ガ3綾ノ二年間 J、最低ニ非ズ，最後ノ年ノ如

キ最高ノ抽苔日数ヲ示セノV 如キ，叉一九二三年産種子ヌ1，五歳七歳ト

ナ Yアも一九二四年産以後ノ種子高ノ抽苔日敷トp常ニ同一ノ比較

的地位ヲ占メア居 lV如キハ種子ガ高齢トナ 9抽苔ガ早マ lVト言フ

事ヲp否定ス y 材料ユ J、成 9得ノV 事ト思 J、v lV。

第十四表 廿日大根ノ抽苔日数

1主験 採 種 年 次

年次 ね3111930 11四 1192811但711蜘|慨 11捌 11悶 1192211921

供試個憾型主 一 一 一 一 一 一 一 88 89 91 
1924 
抽主主日政 一 一 一 一 一 一42.91 43.19 42.85 

供試個骨量霊主 一 一 一 一 一 一 一 87 89 88 90 
1925 
抽主主日重宝 一 一 一 一 一 49.64 39.81 39.23 39.69 

供試個飽韮主 一 一 一 一 一
← 9741 四

92， 

1926 
-52L.223〕 51L .43.43.93 抽主主日駿 一 一 一 44.27 

供試個置豊重主 一 一 ー 一 一 54 64 

5ド 一 一1927 48.69 50.61 
抽会日数 一 一 一 一 <.1 ) (2) 一 一

供試個飽聾主 一 一 一 一 41 52 52 56 56 一 一
1928 51.51 52.73 54.92 56.11 
抽呑日豊主 一 (1) (2) (3) (4) 

45.88 一 一

一 一 103 115 111 一 111 一 一
1930 46.83 46.0:コ 47.14 48.30 行 43.58拍主主日数 一 <.2) (1) (3) (4) 一 一

44[ 44 供試個償費:t 付制 44 一 43 一 一 一 一
1932 52.351 51.93 50.911 52.34 59.75 66.31 
抽昔日数 く4)1 (2) く1)1 (3) く5) 一 (6) 一 一 一 一

種齢ニ臆ズノν平均抽苔日数

1 (6) 2 (5) 3 (4) 4 (2) 5 (2) 6 (1) 7 (1) 

拙苔日数千均 50.21 50.51 51.07 54.23 54.03 50.49 66.31 
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」積齢

一九二四年以後ノ各年次産ノ種子ノ抽苔=就キ第十四表ヲ見 ;V

ニp試験年次ノ短カキ潟メカタ生産年次ヲ異ニメノY 種子間ニ於ケノν抽

苔ノ差 J、認メノV 事 J、出来~ヌf，試験成積金瞳ヲ遁ジア川大穂=年歯

高キ種子区内高キ抽苔日敷アノV 事責f認、メラノレ(廿日大根ニ於ア J、手

均殺生所要日数ノ差 J、大ナラズ第四表奉者)。殊ニ最綾ノ試験即チ

一九三二年ノ賢験ニ於ア J、p七歳及五歳ノ種子医ヌt，四歳以下ノ種子

医ニ比 V著シク抽苔ヌf遅 vア居ノV。叉同年試験ノ一議種子区内他ノ

年ノ試験ト異ナ 9順位下 9ア第四位ユナツア居ノV ヌt，同種子ノ殺生
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卒ヲ第四表ニ f依衣 9見ノ}Vニ円F他ヨ y低卒デアヅアフ元来ガガ「活力ノ弱キ毛

ノナ pジ事ヲ示ジPパマタ以ア活カト抽苔日敷トノ逆比ヲ鐙スノ}Vモノ

ノ如ク思思..t川、ノJVノ}V

子ユ於アモ眠，前記糟鯉.菜ト同様'主年ド歯ヲ重ネ活力衰へタノ}V種子，叉 J、元来

タガf活カ弱キ積子 J川、'拍苔遅キ植物ヲ生ズノ}V事ヲ示 V ア居 JVヨガf

J川、一九三二年ニ円P特別ナノyν?硯毘察ヲ試ミしP一居i種種.子活カノ減少ト，生ズノyV 

植物ノ接育及抽苔ノ遅延トノ閲係ヲ 3明カ.::.i.ジノ得タカラ其翻察ヲ究

=記迅ス }VνV〆〆.

元 来抽苔性疏菜類ニ於ケ JV賢験杢f躍豊ヲ逼ジ，大鯉ニ於ア P活力滅退

セ}Vν高齢種子ヨ 9生ジ来レノJV幼植物 J、若齢種子ヨ 9生ズノ}V植物ニ

比 v，号楼菱宵弱ク V ア生長遅キ傾向 J川、常ニ之ヲ説認、メ得タノデ J川、アツタ

ガ，廿日大根ノ一九三二年度試験ユ於ア~， J、川P高高齢種子匝ノ植物ガガf，接生

エ於ア大シア遅 ν タ誇デ無カツタケ v J: "1::，殺生後ノ接育 J、他ユ比

γ 著ジ.ク遅今トジア，葉室部根部共ニ，著ジク小形デア }V事ヲ認メラ

V タノデアツタ色依ツア高齢種子ョ 9生ゼ y 植物ノ稜育遅延ヲ著ジ

ク現 J、セ }V17IJトシアフ其接育程度ノ比較ヲ鴬サント欲ミ/，弐ノ如キ観

察ヲ行ヅタノデアノV。

周年ノ栽培 J、第一表ニ掲グタノレ遁 9，各年次産種子共ニタ長ナ十五

尺ノ畦三個宛，ー畦上ノ個嘘数三 Oニジア，各院総佃耀数九O デアツ

タノヲ，其竿数即チ各畦ノ竿数一五個健 J、若齢種子医ノ植物ガ経憐

的栽培ニ於ケ }V採牧通期(食用通期)ニ達ジタノV 時，即チ播種綾三十二

日目=於ア抜キ取 9，各佃鰭ヲ地上部ト地下部ユ分チ秤量シ，以ア接

育程度ヲ比較スノν事ニジタノデアノV。而ジア残ジタ }V竿畦上ノ各個

睡ハ其憧接育セジメ抽苔試験ニ供シタヌ{，向此等'.=.'Jジアモ亦，各個
鵠ニ就キ 3其抽苔ヲ認、メ記帳ヲ~セノレ後，直チニ抜キ取 9 ，地上部ト地

下部ュ分チア秤量ジ拍苔時ニ於ケ }V接育程度ヲ比故スノV 事トジタ。

以上二同ノ秤量結果ヲ，-{同盟常 9ニ平均ジア計算セノV 数値 J、第十

五表ニ示ス如キモノデアツタ。向調査佃臆数ハ第一同抜取ノ時 J、映
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株無ク 3各年次共ニ四十五個デアツタフ'l，第二同ノ時ュ，、候株ヲ生ミ， 1 

表エ掲グタノv{田髄数トナツアアツタ。

第十五表

神子生! 第 一 同 抜取 i 第二同く拙害時〉抜取 抽苔

産年次 i個糊!重量!根重量| 計 lま重塁個館副主主l根重量| 計 i控室塁 B 扱
1925 45 4.95 43 223.9⑬ 304.14 528.13 175.77 66.31 

1927 45 6.25 8.94 ! 15.19 田 .54 44 199.28 286.15 485.43 161.56 59.75 

1928 45 6.94 9.52 16.46 87.27 44 96.83 144.21 241.04 80.22 52.34 

1929 45 7.C6 9.80 16.86 89.40 45 121.79 181.27 303.C6 1CO.87 50.91 

1930 45 6.52 9.70 16.22 86.00 44 95.14 146.31 241.45 80.36 51.93 

1931 45 7.69 11.17 18.86 100.00 44 115.16 185却 3α).46 lCOα) 52.35 

上表ニ就キ見 }V r，最高齢ニシア，殺生率ニ於ア叉費生日数ニ於テ，

最モ活力弱キヲ詮ジタノV一九二五年産種子ヨ 9生ジタノV植物 J、英

接育ガ甚ジク他ニ比ジ綾 V 居ノレ事責f顕 J、V，第一同ノ抜取ヲ秤量ユ

於ア，一歳種子タノV 一九三一年産ニ比れ重量ニ於ア其六割エ過ギ無

イ@費生率接生日数ヨ 9ジア 7前者ニ次ギ活力弱キヲ示シア居ノV 一九

二七年産種子 J、p前者ノ女日ク甚ジキ接育ノ遅延 J、無イケ V J:モ，向他

ノ説 V ヨ 9モ重量少ク，一歳種子ニ比ジア J、八割ニ過ギナイ事ニナ

ツア居ノV.然 }V==-，抽苔時抜取 9ノ秤査結果ニ於ア J、正ニ反撃}デアツ

テ，一九二五年産種子匝ガ最高重量ヲ示ジ，一九二七年産 J、之ニ次杭

一歳種子即チ一九三一年産種子直ニ比九前者 J、七割五分以上，綾者

J、六割一分以上増大ヲ来シア居ノV。倫第一同抜取 9ノ時ノ重量ト，抽

昔時抜取リノ時ノ重量トヲ p比較 V ア見 y ト，一歳種子医ニテ J、一五

倍増大セノV ニ過ギザノV ニ，一九二七牛産種子医 J、三一・七倍除，一九二

五年産種子医 J、四五・三倍pト言フ非常ナノν増大ヲ錦シア居 }V。是 v皐

兎，後ノ雨年産種子匝 J、抽苔遅レ，替養作用ヲ替メノV 期間長カ 9~潟，

植物鰹ノ増大ヲ来セノレ結果デア }V，

同年試験ニ於ケノV，一九二五年産種子医ガ従来ノ同様試験ニ比 h

特=接育ノ遅 φタリシ J、何ノ錦ナ')vヵ，叉同年産及一九二七産種

子直ガ他年ノ揚合ニ比丸特ユ抽苔ノ後 νタノV .T、何ノ魚ナ 9v カ3常
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年ノ気候ノ関係カ?或 J、日照時間ノ関係ニ由 9特エ抽苔ガ遅 vタ IV

モノカ(雨年産種子ノ抽苔ヲ起セノV 時刊日照時間ノ最長ナノV夏至ヲ

過ギタノV 後ナ v ..，T.... -<Jo.此 関係無ジトモ言ヒ難ジ)，勝又種子ノ特性ニ起

因スノV カ J、，固ョ 9剣断ス IV事 J、出来ヌヌt，而ジ其執 v ノ原因ニヨノV

トジアモ，年歯ヲ重ネ活力減退セノV 種子ヨ 9生ゼノV 植物ガp生長弱ク

シア遅キ事y及其生長ヌf弱クジア遅キ事ヌt，抽苔ノ遅延ヲ来す V メタ

IV 事賞ヲ，著ジキ度合ニ於ア示セノV 一例タノV~、失 J、無イ。

以上ノ如クニジ九廿日大根ノ質験結果ハ睦菜ノ場合ト同様p種子

ガ年歯ヲ増 v活力減退スレ./，'"，抽苔後 IV}V植物ヲ生ズ Y モノナノV 事

ヲ明ユ示シア居ノV。

第十六表

試験

年次

供試個館主主
1924 
抽昔日政

供試個飽型主

1925 
拍苔日軍主

供試個飽聾主

1926 
拍主主日殿

1~~ 試個髄数
1927 
拍苔日並走

供試個飽鍛

19沼
拙主主日豊主

供-試個値段

1930 
抽昔日数

供試個憾l1lt
1932 
抽主主日政

3，高官

高萱ノ抽苔日数

採 Z長 年 次

1田1¥19叩|悶|悩 ¥1位 7¥ 1位61悩 ¥1佼41問 i悦 11921 
一 一 一 -44田:一 一 一 (3)1 (2)1 (1) 

一 一 一 -1 66 7司臼 34 曲
58.34 

一 一 一 一 - -1 (3) (4)1 ( 

一 一 一 一 一 一 931 94 891 65 
64.99 64.87 66.13 

一 ← ー 一 一一 (2) (1) (4) (5)1 ( 

一 一 56 34 8
1 

61.511 60.67 61.70 62.94 
一 一 く (1) (3) (5) (6)1 (4)1 

一 一 一 57 42 ー

63.621 63.60: 64.28 63.65 64.45 
一 ー 一 (2)1 (1)1 (4) (3) (5) 一 一

一 5d 59 

61.52i 61.55 63.311 62.92 
一 (2) (7)1 (4) (6)1 (5) 一

一 一 一 一 一
印 171 58.671 61.201 59力開|
(3)1 (1)1 (4)1 (2)1 (5) 一 一 一 一 ー
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種齢ニ臆ズノV 平均抽苔日数

61.79 62.78 62.93 

種
ウ

r/L
 

齢 2く7) 3 (7) 4 (6) 5 (5) 6 (2) I 7くり

引
品

司，
r」

戸

b均平鍛門口苔.商
品
J
1

・
62.43 64.06 62.92 

第十=国 高責抽苔日敷

日
般

70 
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吋九
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1回一一一一一~\

零時
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60 1-←\1~ 

ぷへ
55 

50 種齢

2 3 4 5 6 7 

高芭ニ於ケノV 賓験結果川第十六表及第十二国ニ示ス如クデアノV

高責ニア J、前章ニ陳ペタノV 如ク，生産年次ニ依 9活力著ジク減退セ

Y 種子タfア 9(41頁)，其上一櫨ニ殺生歩合少カヲタ錦メ(51頁)，圃場

品於ア毛快株ヲ生ゼ }Vヌf多ク，各年度ノ試験説 v :E:調査個檀数ェ不
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同著ジキモノガアツタノデp其質験結果ニy質験誤差ノ大ナノV 毛ノア

9 v事 J、否ミ待ザノV 慮デアノ'V而 v前表及前園=就キ比較検討ジ見

JV ユ 3ー毛古種子ヌf 早;!þ~ニ柑i 苔スノV 植物ヲ生ズノV 傾向ヲ示ジタ JV 結

果無ク，却ツア瞳菜，廿日大根ト同様活力減退セノV 種子医円抽苔遅延

ノ傾向アノV事ヌf認メラ V JV。即チ表会鯉トジアハ若齢種子匝タノV 一

歳二歳ノ穂子匡 J、抽苔順位早九老齢種子直ニ順位ガ低クナツア居

ノV ノガ多イ。従ツア表ノニ及国ノ太線ニアモp平均日数 -}l高齢ニ高ク

ナツア居ノレ(六歳及七歳種子ユ低クナ V JV -'、廿日大根ノ五歳六歳ニ

低クナ V JVト同様，平均セノV 年数少キ錦メデアノ.V)。而ジア叉表示抽

苔日敷ニ就 h生産年次ヲ異ニセノV 種子間ニ於ケノV 抽苔ノ差ニ閥ジ

ア考察ジ見ノV ==-，最高齢種子タ JV一九二一年産川英翌年及翌今年産

ノ其ヨ 9四ヶ年ヲ逼ム其差 J、僅カデア JVケ V ド毛常ュ早ク拍苔ジ

ア居ノV事ガ注意セタノVJV。前章ニ於ア見タノV如ク 3一九二一年産種子

J、活力減退ノ少ナキモノデアツタノニp之ニ次グ二ヶ年産ノ種子 J、，

共ユ活力減退ノ著ジキモノデアツタノデアノレカラ(41頁盛看)，主主ユ

於アモ亦活力減退大ナノV モノノ、p抽苔遅キ植物ヲ生ズノV事ヲ結果ノ

上ニ示ジア居ノV ノデア JV，

斯クノ如クジア i富芭ニ於アモ，~豊菜，廿日大根 I、同様，古種子ノ早期

抽苔現象 J、之ヲ龍、メ得ズ拍苔日数 J、種子ノ活力減退ニ件ヒ 3増加ス

lV傾向アノνヲ認メ得ノV ノ賓験結果ニナツア居ノV。

4. 議語草

渡稜草ニ於ケノν貫験結果ノ表示 J、，第十七表及第十三園デアノV。此

等ニ就キ観察スノνニ，各年度ニ於ケノV 各種子匝ノ抽苔日数ノ差 ρ 甚

ダ小デア 9，曲線ノ如キモ，前ニ掲ゲタノV 賓験結果ノ其ニ比約高低ノ

少ナイ事責f認メラ V，従ツア此者ユ於ア J、，種子年歯ト抽苔トノ関係

予7'，髄菜，廿日大根等ェ於ケノV如ク明瞭ニスノV事 J、出来ヌ ω第十七表ユ

就キ拍苔順位ノミヲ見 JV 1-，一歳種子ニ順位ノ低キガ多ク，高齢種子

ニ順位ノ高キア 9九所謂古種子早期抽苔設ヲ確ムノV モノニ非ズヤ
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ト疑 J、ジムノV 毛ノガア Y。而ジナガフ仔細ニ同表ヲ検討ジア見 }V 1-， 

如斯事賓ノ存ゼザ }V事:が如ラノV}V。今各年度試験ニ於ケノV 抽苔日数

ノ順位ヲ，能ク比較ジア見 }V ト，大憧ニ於ア各年究産種子間ノ比較的

順位ガ一定寺内横ノ!順位ヌf縦ニ連績ジア居ノV 事ガ注意セラ }V}V。即チ

貫 J験纏績二ヶ年以上ナノV，一九二三年産乃至一九二七年産迄ノ p五ヶ

年産種子匝ノ拍苔日数順位ヲ比較ス }V 1-，一九三 O年ノ試験成誼ニ

於ア一九二三年産種子 7l最低位ニ下 V}V 1-，一九二四年産種子ト一

九二五年産種子トガ順位ヲ轄倒セ }V ト(而ジ雨者ノ差 J、極メア僅少

ナ9)ヲ除ケ内各匡ノ順位 J、一定 ν居 9，一九二五年産種子 J、第一位，

第十七表 夜稜草ノ抽苔日数

採種年次

1ωI  1四 /1担 7/悩 /1田5 I 1924 / 1923 / 1922 /1鐙 1

1924 

供試個程重t

拙昔日鍛

87 70 

41.67 
(2) 

76 

41.42 
(1) 

1925 

供試飼怪童主

抽苔目抜 引4l
-4トヨl4

R
U

弓

3

、JJ

8

7

3

 

但
叫
く

1926 

供試個値段

拙昔日数

供試個鐙聾主!

摘昔日鍛|

供試個鐙鍛

摘苔日駿

59 58 

1930 

供試個健婁主

捕者日鍛

F

2

)

 

qu

フ
十
戸
口

出
品

L

:l4413窓|33

4U41引引引4

1927 

1928 

種齢ニ臆ズノV 平均抽苔日数

1 (6) 

抽苔日鍛平均 1 四

2く6) 3く6) 4く3) 5く2) 6 (1) 7 (1) 

39.25 38.89 39.19 40.13 37.54 39.13 



( 68 ) 

50 

45 

40 

35 

30 

第十三国 法襲草ノ抽苔日数

日
数

川崎 F ¥ 

、~ ーー----ー~、 1'121

l司L~-ー一ーー一一一ーーー~ーーーーー~ ザ

ヨF時

l令予a

l司.，

ーλマ一一一一一一ー一-ーー一門町

、\~一一一一向

2 3 4 5 

~l 

平均
1句JO

6 7 

」積齢

8 

一九二三年産ト一九二四年産ト順次之=次ギ，最年少ナ }V一九二七

年産 J、第四位，一九二六年産 J、最毛拍苔日数大ユシア第五位トナツ

ア居ノVQ而ジア其順位ト年歯トノ間ニ p 何等ノ関係無ム最高齢種子

ρ 二位ニシア 3最低齢種子 ρ 四位?中間ナノV ，.T、一位三位及五位デアノV。

斯ク抽苔日数ノ比較的順位ガ永キ J、四ヶ年間.短カキモ二ヶ年間一

定ジア居 9，而モ其順位アf種子ノ年歯ェ何等ノ比例ヲモ矯 v居ラザ

ノV 事内直チニ古種子ノ拍苔ヌf早マノV ト言フ事ヲ否定スノV ト共円叉

古種子ノ抽苔ガ遅ノV}V ト言フ事モ否定スノν結果トナノV ノデアツア，
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寧ロ生産年次ヲ異ユスノV種子間ニ J、3各 φ 固有ノ抽苔早晩性ヲ有-V，

其固有性 J、年歯ヲ重ネアモ或程度迄(其程度同本試験ノ及プ範固ニ

ア円高齢種子=於ア五歳迄低齢種子ニ於ア二歳迄)，麓セザ Jν 毛ノ

デア )Yト言フ事ヲ示ス結果トナ"従ツア前記ノ，高齢=低キ抽苔日

数 j/ア， ，一歳種子ニ高キ抽苔日数ノ毛ノ多ジト見エタ IY/、p畢克一

歳種子~，比較的抽苔ノ遅キ性質ヲ有ス }V 毛ノガアツタ~メト錯す

才、~"ナラヌ。

以上ノ如ク第十七表ニ額 J、ν タ IY成讃ョ 9考察ジア;夜稜草種子

=於ア J、p年歯ト抽苔ノ遅速トノ関係 J、，大勢トジア之ヲ認ムノνヲ得

ズp寧ロ生産年央ヲ異ニスノV者 J、，各令抽苔ノ早晩ニ閲ス IY固有性ヲ

異ユス IYモノナ )Y事ヲ認ムノV 結果ニナツタヌl，備本表ノ結果 h前章

第六表ノ活カェ開スノレ貫験ノ結果トヲ封比ジア考察ス JV 1-，夜毒草

種子ニ於ケ)Ii，f由苔ト活力減退トノ関係ヌl，前記ノ鍵菜，廿日大根等ニ

ア見タ )Y ト趣キヲ異エスノV モ fアノレ事ヌf認メラ y)V。瞳菜，廿日大根

等ニ於アハ種子ヌf年歯ヲ重ネ活力ニ減退ヲ来セ J内其ニ比例ジア，抽

苔期遅クナノV 傾向ガ，明カェ賓験成読ノ上エ認メ得タノデアツタ。然

)Yニ議蓑草=於アハ種子ヌf年歯ヲ重ネ，其活力ニ減少ヲ見アモ直チ

エ之ニ伴ヒ拍苔ノ遅延ガ起ラ無ペノヲ一般トス )Y事 jl認、メラ JYJY 

ノデア )Y。其例トジア第六表ニ就キ，一九三 O年ェ於ケノV，一九二四年

産及一九二五牛産種子ノ殺生卒ト，一歳万至三歳種子(一九二九p一九

二八，一九二七年産種子)トノ p殺生卒ヲ比較ジア見ノV トy前雨年産種子

エ J、著ジキ活力滅退ヌf見ラ V，一歳二歳三歳種子 J、夫 φ89.8336，86.33

%，78.83 %ノ接生奉ヲ示 v居 JVノニ，一九二四年産種子 J、64.17%，一九

二五年産種子 J、60.00%ノ費生卒ヲ有ス jYユ過ギ無イノデ¥高齢トナ

ヲ活力ニ減退ヲ来セノν事ノ大ナ y ヲ示ジア居ノνι然 )Yユ此ノ知キ活

力ノ減退アノV エ拘 J、ラズ3雨年産種子ノ抽苔日数順位ハ第一位及第

二位ニジア，活力減退少ナキー，二，三歳種子ヨ 9早ク抽苔シア居フ，共

ニ前年来示事/来レノV ト同様ナノV 拍苔順位デp固有ノ早期抽苔性ニ麓
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化ヲ来事/ア居ラヌ事ヲ示ジア居 )V。期クノ如キ J、賞二膿菜，廿日大根

等ニア見タノV 成績ト杢ク異ナノV モノデアツア，渡稜草種子ヌt，其固有

スノV本来ノ抽苔性ヲ維持ス )V力ノ，大ナノV ヲ示スモノトセナケ V -""，'10 

ナラヌ。

斯ク夜稜草種子ニ於アハ活力ヌf減退ジアモ容易ユ其抽苔性ヲ麓

ゼザノV 成続ヲ得ア居ノレガ?然ラペ夜襲草種子ノ試験ユ於ア，其活カト

抽苔トノ間=全然関係ノ存在ヲ認、メ得ず )Vヤト言フェ，必ズジモ然

ラズデ，第六表ト第十七表トヲ劉比ジ検討 V 見ノV トp活力減退或度ヲ

越セバ，抽苔ノ遅延ヲ来スモノデアノV ト言・ 7 事ヲ示ス成設ガアノV。其

一 J川、一九二六年産種子ノ試験成誼デア 9孔3其二 Jρ、一九二三年産稽積.子

メ一九三O年ニ於ア示セノ;V成績デア ;V。一九二六年産種子 J川、第二表

エア見ノ)V女如日ク九?重畳異常ニ軽キ小形種子テデf宅:ア 9，叉第十七表 ι 見ノ;V女如日

ク，抽苔順位常ニ低位ニ手ν/ア

;Vヌガt，此種子ノ活カヲ第六表ニ就キ見ノ;Vト，一歳ノ時玩ユ其接茅牢，他

ノ年長種子ニ劣 9，二歳ニジア急劇ニ其接芳芽.卒ヲ減ジ'其綾ノ殺生率

毛常ニ他ニ劣ヲア居ツア，常初ヨ 9活力ノ異常ニ少ナキヲ現 J、ジア

居ノV モノデアノレ。従ア此活力ノノj、ナノV が潟メp其抽苔 J、他=比 v常ニ

遅延セノV モノト見倣ナナケ V /'\~ナラヌ。究ユー九二三年産種子ノ一

九三O年ニ於ケノV 成語デアノ'V71'，此一九二三年産種子 J、前令年迄 J、

(一九二九年ユ J、抽苔試験ヲ行 J、ズバ頁奉者)，抽苔順位第二位ト言

フ比較的早期ノ抽苔ヲ ~ÿ 居ノV モノデアツタガう一九三 O 年ユ至 'J ， 

同試験匝ヲ通れ抽苔順位最低トナツア居 ;V。今7第六表ユ就キ，本種子

ト一歳二歳若キ一九二四年及一九二五年産種子トノ間ノ 3接芽奉及

殺生率ヲ比較ジア見ノ'V==-，本種子ガ六歳ノ時即チ一九二九年(此年 J、

抽苔試験ヲ快ク)ニ於ケ ;V接生率 J、著ジク減ジぅ後ノ雨年産種子トノ

差 J、念ニ4多クナツタノガ認メラ V;V而ジア其差ノ割合 J、F翌一九三

O年毛同様デアノV カ久本種子 J、六歳ユ至 9，急ニ活力ニ減退ヲ来的

七歳ノ時ノ試験ユ於ア 2従来ノ抽苔順位ヲ維持ス ;V事出来スコ最低位
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ノ抽苔順位トナタタノデ J、ア }Vマイカト思 J、V}V。換言ス V ~"\..，一九

二三年産種子〈五歳迄 J、其固有ノ抽苔性ヲ殺揮ジタ }Vモy六歳以後

=至 9，其固有性ヲ維持 v得ザノV 程度入活力ヲ滅ジ拍苔ノ遅キ植物

ヲ生ズノV 事ユナツタモノデアロクト言フ様ニ推セラ V，従ツア本質

験ヲ倫長ク櫨績ジ得タフンニ J、p一九二四年及一九二五年産ノ種子

ニ於アモ 3同様ノ拍苔遅延ヲ認、メ得タデ J、アノV マイカト言フ事毛思

'i'f~セラ V ノV ノデア }V。

以上ノ如ク第十七表ノ質験成額ヲ検討考察ジ来 }V ト謀義草種子

J、，躍菜，廿日大根等ノ種子ユ比三/，固有スノレ抽苔ノ早晩性ヲ保持ス }V

力強キ錦メ，活力ニ減退ア v."，"之ニイ宇ヒ直チニ抽苔ノ遅延ヲ来スト

言フ如キ事 J、無イケ ν1:毛布シ活力ノ特=弱カ 9v'年次産種子，及

活カガ或程度ヲ越エア誠退セノV 古種子エp抽苔ノ遅延ヲ認メラ }VJV 

ノデアノレカラ，結局 J、古種子抽苔速準設 J、之ヲ否定 v謀反封ナノV 古

種子抽苔遅延詑ヲ肯定セナケ V J'.ナラヌ事ニナノV ノデア }V。

5. 現亘

第十八表 腕豆ノ開花日数

質験 採 種 年 次

年次 1926 1925 1924 1923 1922 

制|一間|一 一 一 |ム|ム|開花日鍛 一 一 一

1回5l-Ml
一 一

lム|ム(よ(2)I 開花日鍍 一 一

|ふい1223|ム|ム|1926 
開花日般 一

|供向値段|回 I 47.:~(5) I 拍 I 45.:~4) I お1927 開花日薮 39.34(1) I 47.37(5) I 4396:2) I 45.16~4) I 44.03(3) 

種齢ニ際ズノV 平均開花日数

1 (4) 

鯛後開花開均 42.91

2 (4) 

43.55 

3 (4) 

42.47 

4 (3) 

42.47 

1921 

71 

42.45(1) 

39 

39.叩 (1)

71 

39.14(1 ) 

一
一

5 (2) 

41.59 
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第十四国

50 

回
数

45 I門坤

平均

lh.r 

40 

i司'7

35 

30 

2 

腕豆ノ開花日数、

¥ν/¥¥阿

平均

¥¥ベItzr

i司"

l種齢
3 4 5 6 7 8 

腕豆ノ開花試験ノ結果ヲ示スモノ J、第十八表及十四国デアノV。第

十八表ノ種齢ニ際ズ IV平均日数及第十四圃ノ太線ユ就キ見ノV 時 J、，

腕豆ニア J、年歯ヲ経ノV ニ従ヒ，早ク開花スノV 傾向アノV ニ非ズヤト思

~， IV IVガ，而ジ仔細ニ検スノV 時門前記諜稜草ノ場合ノ知人生産年次

ヲ異ニスノV種子間ユ川開花性ュ差ア IV事力。明カュ看取スノV 事タf出

来ノV。最高齢ノ一九二一年産ハ連年最毛低キ開花日数ヲ示 ν，一九二

三年産ト一九二五年産 J、他年次産ユ比ス V バ常ュ高キ開花日数ヲ

有ジ開花順位低クナツア居ノV。殊ニ一九二五年産 J、試験二年=過ギ
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ヌケ v ド札最高ノ開花日数ヲ有ジア居 J¥斯ノ如キ生産年次ノ異ナ

ノレ種子ヌt，各令開花遅速ノ特性ヲ異ュスノV 事ヲ眼中ニ置も第十八表

ニ現 J、vタノV数字ヲ検ジア見 )V r，年歯ノ高マノV ニ従ヒ開花期ヌf早

マノV ト言フ如キ事無ク 3最高齢ナノV 一九二一年産種子ヌf特ニ早ク開

花スノV 性質ヲ有セノV 芦f故-，高齢種子ノ平均開花日数ガ低クナツタ

モノト考フノV ノガ至常デアツア，腕豆ニ於アモ本質験ノ範圏内ニ於

アハ高齢ニヨ 9開花ノ促進 J、認メ待ナイノデア )Vo

然ラノ'\~，種子ノ活力 1、開花ノ遅延 J、如何ニヤト言フユ之モ認メ得

ヌ。殊ニ一九二二年産種子 J、他ニ比三内活力減退ノ大ナノV 種子デアツ

タガ(第七表奉者)，開花ガ特ニ綾 vタノν傾向，、認メ得ヌノデアノV必、

覧賢 J験四ヶ年ニ過ギずノレ腕豆ユ於アハ生産年次ヲ異ユスノV 種子問

ニ存スノV 開花ノ早晩性ノ差 J、明カェ認メ得ヌヌt，而ジ年歯及活力ノ

如何ト開花ノ早晩ニ開ジア~-"，何等一定ノ傾向ヲ見出 v 得ズニ終ヅ

ア居ノV モノト錯すナケ v ..，Þ，~ ナラヌ。

第十九表

6. 審茄

蕃茄ノ開花日数

質検 採 種 年 号た

年次 1927 I悩|悶 I1四 I1923 悦 2I 1但 1I 1鈎

一 一 -16114l 筒 116I161925 
開花日霊堂 一 一 1 55.81l2)1 59日(4)印 25(5)155.31 (1)悶伊

一 一 !18!181  18l 18l 悩 118
関干百日銭 一 一 臼 39(5)162田~3) 臼 11(4)165附)1 61.72(1)位仰i

1田7 I日個鐙鍛 l 一!氾 iT8118I181241 悩 I18
閲花日扱 一 65.44(1)1 66/)1(4)166.11(6)166.06く5)169.86(7)1 65.日〈勾 66∞(3)

1…値段 1 U1  咽 1 話 I，， :~)I ー噌 一 一 一
1928 開花日政 73.14(3)172.28(1)1 72.32(2)[ 74.41 (4) 一 一 一 一

種齢ェ膳ズノV 平均開花日数

、
ノ
一

5

A
守

一

A
U寸

(
一

4.

4
1

一
G
U均千鍛円口花開後丑

写
小
ι矯

2 (4) 3 (4) 4 (4) 5 (3) 6 (2) 

65.15 65.46 65.21 62.49 64.09 
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第・十五周

75 

70 

目
抜

'¥、¥

65 勾

干今

1~，6 

60 

111-5 

55 

2 

蕃茄ノ開花日。数

、乙)'12.6

3 4 5 6 

lq17 
平時

| | |齢種

7 8 9 

蕃茄ニ於ケノV 質験成績ハ第十九表及第十五固デアノV巳第十九表ユ

就キ種子ノ年歯ト，開花ノ早晩トノ関係ヲ見 lV==-一歳種子匡ト高齢

種子医トノ間ノ，開花日数ノ差少ナク，且ツ早晩ノ順位モ匝やニジア，

其間ニ何等関係ノ存在ス }Vヲ認メ難ぺ。即チ古種子ノ早期開花モ認

メラ vネペ開花ノ遅延モ認メ得只ノデア ，V。而ジナガラ夜穣草及腕
豆ュ於ア見タ }V如キ，生産年次ヲ異ニス }V種子間ニ開花ノ還速アノV

事，、横ノ開花順位ガ縦=連績スノV一般的傾向ヨ1)~〆ア之ヲ認ムノV

事ヌf出来 }V)!日チ一九二O年及一九二一年産種子ハ老齢ナノV ニ拘 J、
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ラズ三ヶ年トモ順位常ニ高キタf如キ，此ユ反 ν一九二二年産及一九

二三年産種子 J、，常ニ其順位最低叉 J、最低ニ近キガ如キ，叉一九二五

年産種子 J、低ク，一九二六年産種子 J、高キ順位ヲ示スヌf如キ，皆生産

年次ヲ異ニス }V種子間ニ，開花ノ早晩ヲ異ユス }VモノアノV 事ヲ示ス

毛ノデアノ'V，而ジア此等開花ノ順位 h第八表ニ示す V タノV接生卒ヨ

9見ノV 種子ノ活力トノ関係ヲ検討ジア見ノ'V!-，開花ノ早晩ト活力ト

J、必ズジモ或 }V 比例ヲ~ジ居 }V 誇デ毛無ク，頗プ )V複雑ジア居 ;V -jl， 

而ジ老齢ナノV ニ拘 J、ラズ活力減退少カ 9V'，一九二 O年及一九二一

年産..>'，常ニ順位高ク，活力減退大ナノV モノトジア前章ニ指摘ジタ Y

(41頁)，一九二二年及一九二三年産種子">'，常ユ順位低ム特ニ一九二

二年産ガ常ニ最低ノ順位=ア }V如キ結果ョ 9ジア，蕃茄ニ於アモ蔑

義草ト同様，種子活力ヌf或程度以上ニ減退ス V ~ ... 'O，開花遅延スノV者ノ

如クデアノV。

7. 胡瓜

雌雄異花ナノV 胡瓜ニ謝礼雌花ト雄花トノ開花日ヲ各 φ区別ジア，

各個鰹ニ就キ観察ジタ }V結果第一章 4頁=記セノV 如ム雌雄花開花

ノ順序ハ個瞳ニ依 9麓異頗プノV 大ナノV 者アノV ヲ認メタノデア }V，l!P

チ雌花先開スノV 佃瞳，叉雄花先閲ス }V佃躍等届冷ニ V ア而モ同一個

髄ニ於ケ }V雨性花ノ開花期日ノ隔 9 7l，十数日ョ 9甚シキ J、二十日

ニ及プ如キモノ，各区ニ小数ナガラ存在スノV 事ヲ認メタノデアツタ。

従ツア斯ク，雌雄花ノ開花賦態ユ麓異大ナ lVモノヲ用ヒ，開花遅速ノ

比較試験ヲ行フヌf如キ J、，常ヲ得タノV モノデ無イト言フ事モ考へラ

レザノV ニ非 9シヌt，既ニ五歳迄ノ種子ヲ有 ν居ノV 事デモアム叉雨性

花ノ着生朕態一様ナ Y 毛ノヲ新ニ得 }V ト言フ事モ，容易ノ事デ J、無

イト思 J、v タ fデ，偲令正確ナノV 賓験結果，、得ラ v ズトジアモ 3種子

ガ年歯ヲ重ネア開花 .. Jl早マノV カ，叉 J、遅クナノV カニ就キアノ傾向ノ

有無 J、p賓駿ヲ重ヌノV ニ従ヒ之ヲ確メ得ノV デアロクト信ジ，敢ア其偉

試験ヲ縫績スノV 事ニシタノデアノV。叉其稜ノ採種方針も敢ア特別ノ
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選捧ヲ行 J、ズy着呆朕態ノ普通ナノV モノヨ 9スY ト言フ，漠然タノV 標

準ノ下ニ~セ }V 事 J勺是亦 5 頁ュ記セノV 通リデアノV

a. 幼植物 J生長度調査

前節p廿日大根ノ抽苔ニ闘スノV 試験結果ノ記述中ニ於ア(62頁)，活

力減退セノV 高齢種子ヨ 9生ジ来 V JV幼植物 J、若齢種子ョ 9生ジ来

νノV植物ニ比約接育弱ク γ ア生長選キ傾向 J、常ユ認、メ得タト言フ

事ヲ記ジア置イタタt:耐 ν其観察タノV ャ，廿日大根ノ最終試験ノ揚合

(第十五表)以外ハ何等教量的ニ調査セノV 毛ノデ J、無人軍ナノV外観上

ヨ 9ノ剣断ニ過ギナカツタノデアノV然ノV ユ胡瓜ノ試験=於ア""，貫

験開始ノ翌年ヨ 9，供試植物メ個バトユ就も開花開始前，即チ播種後約

五十日(定植後約二十日)ヲ経タ }V時二泉草丈ヲ誤)J9，生長度ヲ調査ジ

ア見タノデアノV。然ノV 蕗，其結果種齢其者ト生長度トノ問品川p特殊ノ

関係ア JV事 J、認メ得ず 9V "1::，其生長度ト開花期トノ間二大ナノV 関

係ヲ有ス }V事ヲ認メ得タカラp此蕗ユ先グ其生長度ノ観察結果ヲ掲

グy然ノV綾質験ノ主目的タノV 開花期ユ関スノν試験成積ヲ掲グ，向最後

ニ雨者ノ関係ヲ考察ス }V事ニスノV。

生長度ノ観測結果ヲ，前例通 9，一個鰻常リェ平均ジタノV モノ J、次

表ノ如クデア 9，之ヲ曲線ニア示セ }V...、第十六固デア }V。

第=十表 胡瓜ノ幼植物ノ生長度比較(草丈p糎)

日 判明1?19釦|じ I1ム1計嗣 1鴎

〔;詰)1:髄引二|二|二|よ(3)[二|ヰ2)[ふ以4)
一←

(;諸)¥ : 飽 : 1 二lい同阻ニぷふム:ZユL〔σのι7η〉
J却判詩誌叫)[ ~: 飽 =[恒三ぷぷけは



第十六園 胡瓜幼植物生長度
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曲線ノ先端ニ記入ノ毅字ρ試験年次
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種子生産
一一年 次

上表及上園=現 J、ν タノV 結果ニ就キ考察ヲ矯スニ嘗')，便宜上，活

力減退著ジカ')v年次産種子ヲ 9生ジタノV植物ノミニ就キp先グ其

生長度ヲ検討ジア見ノV。

供試種子中，活力ニ著ジキ減退ヲ来セノV モノハ一九二七年産ト一

九二八年産ノ種子デアヅタ(39頁)。前者 J、五歳ノ時，既ニ殺芽率ニ於



( 78 ) 

ア若手/ク滅ジ 3六歳ニア J、殺生悪ク V 九栽培試験ニ供ネ )V丈ノ植物

ヲ得能川ザタジ程ノモノデア"9，後者モ亦五歳ノ時ニ 3接生力蹴退甚

vク現 J、V，所定数丈ノ首ヲ得 )V事出来ズp供試個時数ヲ蹴ジタ程ノ

=(;ノデアヅタノデアノV。此等雨年度産種子ヨ 9生ジタノV植物ノ生長

度ヲ，表及圃ニ就キ見ノ'V.=.，前者 J、三歳ノ時ノ一九三 O年ノ試験結果

品 J、，四者中第二位デアヲ，而モ一位及三位ノモノトノ間ノ差 J、甚ダ

少カツ久然 )Vニ活力ノ減退ヲ見タノV 五歳ノ時ュ，、(四歳ノ時ノ試験

J、最害ノ錦メ中断)，七者中第一位トナ"9.，而モ之ニ次グ第二位トノ

差 J、著シク大デアツア?生長力 J、三歳ノ時ヨ 9モp比較上進カニ優勢

ナノV ヲ示スモノガアノν。次ユー九二八年産種子ノ舟ヲ見 )V ト3此モ四

歳ノ時 J、五位デアル其究ナノV 六位トノ差 J、僅小デアツタノガp活力

減退甚ダジクナ V)V，五歳ノ時ノ試験ニア J、第三位ニ上"9，而モ上位

ナノV 二位トノ差 J、僅小ナ V 1，.弘次位ノ四位トノ差 J、頗プ JV大デア

ヅアフ前年ヨ Pモ比較的ニ旺盛ナノV植物ヲ生。タノV 事ヲ示ジア居 )V。

質ニ雨者共.=.，活力誠退大=額 J、vタy 時ニ至 9，其然ラザ 9シ時ヨ

9モ，活力ノ大ナノV 植物ヲ生ジタ事ヲ示三/ア居 ;V。此結果 J、廿日大根

等ユ於ア，稜芽接生率ノ減少ヲ来セノV 年央産種子夫t，生長力弱キ植物

ヲ生ジタノV トJ、金ク相反ジア居ノV。

究ェ，上記雨年度産種子ヲ除キタノV以外ノ各年度産種子息nチ活力
ノ減退=於ア大差ヲ見ザリシ「第九表参看l，各年度産ノ種子ョ 9生

ジタノV，幼植物ノ生長度ニ就キ比較考察ジ見 fvh第二十表中横ノ比

較ニ於ア λ 種子ノ年歯其者ト生産牛度ノ順位トノ問ニ，一定ノ関係

ノ存スノV 事 J、認メラ vズジアヲ表金鵠ニ就キ仔細ニ検討ジア見 )Vト，

寧ロ生産年次ヲ異ニスノV種子ハ各令定マ 9タノV生長カヲ固有シ居

}V事ヲ示ジア居"9，第十六園ノ曲線ヲ比較ミノア見 )V r，殊ニ能ク此事

質ガ看取 v得ラ V)vJ!nチ間中ニ掲グラ vタ;V観察ノ第一年目ノ牙

ハ比較匝モ少ナム叉各区相互ノ差モ少ナキ故之ヲ除外ジ，比較匿ノ

多キ最後メニヶ年ノ観察結果ニ就キ?比較(前記一九二七年ト一九二
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八年産種子ノ分 J、除外)ジア見 JV1-，一九三O年度産種子弘一九三三

年ノ試験ニ法外ェ高キ生長度ヲ示セ JV外 J、p大瞳ニ於ア 1曲線ノ高低

ガ一致ジア居ノV 事タf認、メラ V JV，殊ニ最高齢ナ 9v一九二五年産種

子 J、二ヶ年共ニ高ク.若齢ナノV 一九三一年産種子 J、雨年共ニ最低位

ナ 9vλ 其最毛著ジキ屯ノデアツア，前者 J、，齢七八歳ユナ 9ア毛固

有ノ生長カニ衰へヲ示サズシアp盛シナ JY生長カヲ表 J、ジ，後者 J、一

歳二歳ト云フ若齢ナノV ニ拘 J、ラズ，本来ヌf生長力弱キモノナ JVjt故

ニ，常ニ低キ生長カヲ現ノ、ジタノV モノト錯す JVノV ノデアノV。

以上ノ如クエジア，胡瓜ノ幼植物生長度ノ観察ュ於アハ費生力ノ

減ジタノV 年次産種子ヌ{，却ツア旺盛ナノV植物ヲ生ジ具他ノ年次産種

子 J、，各や固有ノ生長カヲ頴ノ、ス慮ノ植物ヲ生ジタノV 如キ結果トナ

9，廿日大根等ニア見タノV 如キフ種子ヌf年歯ヲ重ネア生長力ノ弱キ植

物ヲ生ジタノV ト言フ事質 J、，ーモ認メ得ズニ終ツタノデアノV。接生カ

ヲ減ジタノレ年次産種子コゲ，却ツア旺盛ナノV 生育カヲ現 J、セノレ植物ヲ

生ジタ 9 ト言フノノ、育首ニ営 9，特ニ優秀ナノレ種子ヨ 9生ジタノV植

物ノミタ選揮定植セ JV潟メニ偶然ニ起ツタノカ戎 J、年次産種子 jl

一群トジア活力減退ヲ示スユ至 νノV 時ニ，特ユ優秀ナノV 活力ヲ固有

スノV 種子ノミヌt，費生力保持者トジア残レノV~ メニ因ツタノカ。夏ニ

叉以上ノ雨因ガ相依 95"起タタノV現象ナノカ J、3固ヨ 9本貫駿丈ユ

ア J、判断ス JV事 J、出来無イ。叉異年次産種子ヌt，各。固有ノ生長カヲ

現 ρ セノレ ハ種子ノ生産セラ v タJY朕態ノ差ニ依 9，起す v タノV 形質

ノ差ヨ 9来ノV モノト推セラノV JVガ3其如何ナノV 形質ヌf生長カヲ支配

セノV モノナ 9ヤニ閲シア J、，固ョ 9本質験ノ調査範園丈ニア，彼是 ν

ト論議ス JV事ヲ避クノV 外無イケ V ドモ，唯第二表エ掲グタノν種子ノ

重量ト生長度トノ闘係丈ハ種子皐上多少参考ニナノV 事ト思フ故=-，

簡車=観察ジア見ヤク。

第二表ノ胡瓜種子重量ト，第二十表ノ生長度トヲ比較シ見 JV ト，重

量最モ轄キ一九三一年産種子ヨク生ジタノV植物 J勺一九三二，一九三
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三ノ雨年共ニ，生長度毛最低デアツア北一例ノミヲ以アス ν..;>，~，重量

ト生長度ト J、相比例スノV 如ク見ユノV ガ，而ジ一九三一年産種子ノ生

産セラ vタノV 年 J、，北海道エ於ア大凶作ヲ見タ年デアツア，春来天候

不良，殊ニ夏時冷温打績キ其~メ胡瓜ノ生育モ甚ダ不良採種用疎果

ノ登熟不充舟ニシア 3従ツア其生産種子 J、所謂未熟種子ト見倣スペ

キ程ノモノデア 9，重量亦甚ダ軽ム正常ノ殺育ヲ途グタモノデノ、無

カツタノデアノV カラ，此種子ガ生長度低カツタ事ョ 9，直チニ種子重

量ト生長度トノ比例ヲ肯定スノV事 J、出来ヌ。其慮デ，正常ノ接育ヲ途

グタリト見倣スベキ3他年究産ノ種子ニ就キ比較ジア見ノV ト，重量法

外ニ大ナノV 一九二九年産種子ノ生長度(試験三ヶ年ヲ通ム常ニ順

位中以下デア Y ノニ反V'，重量低キ事上記一九三一年産ユ次グ蕗ノ，

一九三O年産種子ノ生長順位 J、常ニ高クp一九三三年ノ試験ニ J、第

一位トナ 9，非常ナノV生長カヲ現ジア居 ;V。叉重量相i!iキ一九二五年

産ト一九二六年産ト J、，各令異ナノv生長カヲ額 J、ジア居ノV ノガ見ラ

v アy胡瓜ノ種子=於ア J、，生産年次ヲ異ニスノV モノノ間ニ，種子ノ重

量ト生長度トノ闘係 J、之ヲ認メ得ズト p結論セザノV ヲ得無イノデア

JV。

b. 開花期 J調査

開花期ユ関スノV 賓験 J、r 九二九年ヨ 9一九三三年迄五ヶ年ニ亘

ノV ガ，其間一九三一年 J、最害ノ錦メ中断ノ止ム無キ事トナリ，貫験同

数 J、四同デアノ'V，其間，各同共=-，前ニ記セノV 雌雄花ノ着生服態ノ麓異

J、依然タノV モノア 9，雌雄花ノ開花日数ノ隔 9タt，十日以上ニ及プ如

キ個檀 J、p常=多少トモ存在シア居ツタノデアノV。其デ此雨性花?開花

日数ノ隔 9除リユ大ナノV個櫨ニ於ア?其後 v タノV方ノ性花ノ観察日

数ヲ 3其僅該性花ノ一般開花日数ニ取ソ入 V，平均ス JV事トスノ'V~"'，開

花始メヲ比較スノV本質験ユ於アハ該性花ノ標準日数ヲ菌Lス事ユナ

ノV 恐 ν，多牙ニ存在ス 11/ ノデフ買験結果ノ表示ニ嘗九一方ノ性花開キ

アヨ 9，十日以上後 v ア他性花タf開キタノレ場合 J、，l;麦ノ性花ノ開花日
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数ヲ，平均計算ヨ 9除外ス Y ヲ可ナ 9 ト信ジ 3敢ア其様ニジ F計算ヲ

錦シ，得タノV 慮ノ結果 J、y第二十一表及第十七園デアノV。

第=十一表

試験

年次

1929 
|問偶酬
開花日政

供試個煙量主
1930 
開花日鍛

1932 

1933 
開花日鍛

1 (4) 

54‘97 

試験

年次

供試飼育里鍛
1929 
開花日霊童

供試個値段
1930 
開花日政

1932 
開花日鍛

1933 

胡瓜ノ開花日数

a.雄花

採 種 年 号た

1限 I1931 I 1930 I四 9 I 19四 I1927 I 19田|

一 一 一 一
(1 ) 

26(2) 26(4) 29(1) 

一 一 一 一 56.04(1 ) 57.56~4) 57.23(2) 

一 .ー 一
(4) 
一66(1) 65(5) 65(5) 

一 一 一 52.95(4) 一 51.74(2) 52.05く3)

一 | |〔町刊35(1)¥ 36~O)\ 34(2)¥ 34、2)1 32(2)1 33~2) 

59.14(4)1 60.日~7)1 59目47(6)159.35(5)1 57.96(1)1 58.79~3) 

一
(1 J 

44(6) 44(5)1 49~1) 45~5)1 29(0) 45(4) 

51.75~3) 53.14、6)148.90:1) 53.22(7)1 51.97、4) 一 52.55(6) 

種齢=膳ズ JV雄花平均開花日数

2 (3) 3 (4) 4く4) 5 (3) 6 (1) 7 (2) 

57.09 54.34 55.51 53.83 58.79 55.47 

b. 雌 花

1925 

沼 (2)

57.43(3) 

66(4) 

51.56(1 ) 

(2) 
33(1) 

回 .39(2)

48(2) 

50.49(2) 

8 (1) 

50.49 

1限 I1931 I 1蜘 I1929 I 1錦 I1927 I 1926 I 1925 

(2)1 (1) 
一一一 27(1)¥ 24~5)\ 25(5)1 24(6 

一一一 160.92(4) 印 .21(3)1 59.36(2)1 58.81 (1 

一 一 一
(4): 
一 66(4) 回 (2) 65(5) 

一 一 一 56.58(3) 一 56.70(4) 55.87(2) 55.37(1 ) 

一
(2) (lJ (2J 

30~6) 36(0) 35(1) 34(0) 35~O) 22，2) 
一 1 61.47(2) 62.70(5) 62.58(4) 64.31(7) 61.44く1) 61.60~3) 63.50く6)

(1 J (1 )! 
一

(1 ) 
49(1) 49(0) 50(0) 48(2)1 29(0)1 48(1 ) 49~1) 

開花日殴 52.82( 1) 53.65:3) 54.66(7) 同5) 日目~;;I 一 53.23(2) 54.30(4) 
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種齢エ膳ズ，}V雌花平均開花日数

三~く3) I 3竺
日鍛平均 I57，95 I 回目 58.33

5 (3) I 6 (1) 7 (2) I 8 (1) 

57.13 I 61.60 58.37 

第十七園 胡瓜雄花開花日数

65 

60 

日
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第十八園

日
鮫

胡瓜雌花開花日数

65 トー
ノ〆、、、
〆、/、
〆 ¥ノ1932/、ノ
¥，  

'ーーー ，/ ¥ 〆'/ ーーーーー'， /、、〆ノ
，ノ'¥./

m〆r ¥一一ーつぐ
r、

19H、、，¥
、、、、 J¥

印一
、、、、 J¥
、、、 I¥

f 、

55 

回

45 

、、、、-_ l ¥ 

，....戸、、~ー ~vm/¥
-"，，-ーーーーー、 ， 、

耳哨/ 、、、 I 、
、、‘ f、" ¥ 、、

1 
19.YJ--ーーー一一一一一一一ヘ¥
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穏齢

表中供試個瞳数ノ綾 ι[)内=記入セノV 数ハ枯死ノ錦メ侠株トナ

}) ~〆佃館敷デアノv(但 ν 一九二九年度ノ一歳種子医ノ四個穂町幼時

蛎最ノ害ヲ受ケ異常ナ y 接育ヲ鶏ジタ Y 錦メ，開花ノ調査ョヲ除外

事/タ ;v個膿数ニジア，快株デ J、無イ)。叉()内ニ記入セノV 敷町他性花

ヨ9十日以上綾 v ア開花ジタノV錦九平均ヨ 9除外ジタノV個鰭数デ

アノV。故=質際開花日数ノ平均ユ加 J' 9タ ;v慮ノ個腫数，I!Pチ供試個

鯉敷トジア掲ダタ ;V数列嘗初植付ケタノレ株数ョ 9，[J内ノ敷ト，()内
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ノ数トヲ減ジタノV 毛ノデアノ'V01;¥}表中一九三三年ノ試験成讃ニ於九

一九二八年産種子医ノ個腫数ガ他匝ョ 9少キ門前章ニ記セノV 如ク

(39頁)，同年産種子 J、活力減退大ニシアp接芽後ノ生育悪ジク p所定ノ

五十個鵠ヲ得ノV 事出来ナカツタ~メデアノV

第二十一表ニ就キ""，種齢 lト、開花トノ関係有無ニ関ジ考察ジ見ノlVニ~， 

其雄花ノ槻察結呆毛"1:，雌花ノ 1税現察結果モ"1:，共ニ何等閥係ノ存在ヲ示セ

ノ)Vモノ J川、無イ

ア V~刈ず叫(雌花ニア Jρ、一九三ニ年度ト一九三三年度試験'雄花=ア Jρ、一

九二九牛度ト一九三二年度試験)，最高齢種子ニ早キ開花ヲ見タノV

成績ガアノν(雌花ュア J、一九二九年度ト一九三O年度p雄花ニア J、一

九三0，一九三二P一九三三年ノ三ヶ年度)。叉一歳種子ト最高齢種子

トノ中間ナノV 種子ノ p開花日数ヲ比較ジア見アモ，年歯ト開花ノ順位

ニハ何等一定ノ関係ア Y ヲ認メ得ナイノデアノV。究ユ供試種子中3最

高齢ナノV 一九二五年産ト一九二六年産トニ就 h縦ノ開花順位ヲ比

較ジア見 )V:=.，一九二五年産種子ノ雌花ニアハ七歳八歳=六位四位

ト言フ低順位ニナ 9居 9，年歯ヲ重ネア開花遅 v タノV ニ非 lVヤヲ思

J、ジムノV 者アノレ如キモ，其雄花ュテ J、依然二位ト言フ高順位ヲ示内

敢ア開花性ノ遅延，!!Pチ生殖作用ユ遅延ヲ来ジタモノト J、認、メラ v

ズ，叉一九二六年産種子ニアモp雄花ュ於アノミ七歳ノ時ニ五位ナノV

低順位ア lV"1:，雌花ニア J、最後迄二位三位 I、言フ高順位ヲ占メア居

ツアp敢ア年歯ヲ重ネ開花ニ遅速ヲ来セノV ヲ示ジア居ラズp寧ロ此等

雨年産種子 J、p共ユ比較的早期ニ開花スノV 性質ヲ固有川其性質ガ七

歳乃至八歳ニナ 9アモp鑓化セザ lVモノト見{故スヲ至常トスベキガ

如クデアノV。以上ノ女日グp二十一表ニ就キ高齢種子ト低齢種子トノ開

花日数ヲ横ニ比較的叉最高齢種子ヲ取 9，年歯ヲ重ヌノV エ従ヒ開花

ノ早晩ヌf如何ニ成 9行クカヲF縦ニ比較ジア見アモp共ニ年歯ト開花

ノ早晩トノ関係 J、之ヲ認ム lV事ヲ得ズジ九古種子早期間花ナノレ事

ノ存在 J、，之ヲ否定セザノV ヲ得無イノデアノV。回ヨ 9，雌雄花着生=麓
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異アム雨性花ノ開花日数ノ隔 9甚ジキ佃鵠ア'J，而モ斯カ Y 個瞳ノ

各試験匝ニ出現スノV 数毛不規則デアヅタ蕗ノ本質験門賞験誤差ヲ

起スベキ因子多クシアp其結果ノ信用度薄キ J、否ミ得ヌ蕗デアノV。而

Vけガラ種子ヌf年歯ユ比ジア開花早マノV モノデアノV ナラバ，貫験ヲ

重ヌノV 事p五年ェ亘ノV 四同ニジアp種子ノ、齢八歳ユ及プ迄ノモノヲ用

ヒタ }V，本質験ノ結果ノ上.:::.，何等カノ傾向 J、現 J、)Vペキデア )Vト思

J、JV)V，然ノV ニ前表=於ア J、3遂ヒニ種齢其者ト開花期トノ問ユハ何

等ノ関係ヲ見出ジ得無イノデアノV カラ3弦ニ胡瓜ニ於アモ，古種子早

期開花ノ事貫無ジト断クア可ナ 9ト信ズ )VノデアノV。

C. 生長度ト開花ト J関係

本節第一項ノ幼植物生長度調査ニ於ア，種子ノ年歯其者 h生ズ )V

幼植物ノ生長度トノ間ニ J、3何等ノ関係ヲ見ズジアp費生力減退セノV

年次産種子ョ 9/'，却ツア旺盛ナノV 生長カヲ現 J、セ )V植物ヲ生ム然

ラザ )V他ノ年次産種子ニア川各や其生産年央ヲ異ニスノV ニ従ヒ，固

有ノ生長力ヲ現 J、ス慮ノ植物ヲ生ズノV 事ヲ見タノV ヌ1'，今主主ニ前項ユ

掲グタノV 開花日敷ト p生長度トヲ比較ジア，其問ノ関係ヲ考察ス )V事

ニスノレ。先ヅ殺生力減退セノV 年衣産種子，I!Pチ一九二七及一九二八年

産ノ種子ニ就キ見 )V:=.，一九二七年産ノ勺活力減退ヲ示セノV 一九三二

年ノ試験円生長度ノ順位第一位ナリジト同様，第二十一表ノ開花順

位ュ於アモp雌雄花共ニ第一位ニ開花ジア居 9，一九二八年産モ亦p活

力減退ヲ示セノV 一九三三年ノ試験ュ於九生長度ノ順位前年ヨ 9上

9タノV ト同様.:::.，開花順位ニ於ア，雌雄花共=前年ヨ 9上ツア居 )Vノ

ヌf見ラ V，雨年産種子共ニ生長度ニ比例ジアp開花ガ促進セラ vタノV

事ヲ明カニ示ジア居 )V。

究ニ前記雨年産種子以外ノ他年次産種子p即チ殺生力ノ減退ヲ多

ク示ナズジアp生長カニ於ア J、各今固有ノ生長度ヲ頴 J、セノV ヲ見タ

ノ'V，年究産種子ニ就キp其生産度ト開花トノ関係ヲ考察ジア見 JV事ニ

スノV。之ヲ~スニ J、 p第二十表ト第二十一表トヲ劃比シア，曲線園ヲ作
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9 ，比較ヲ~ス事ヲf 便宜デア JV カ丸第十九園ヲ作成ジタ。闘中生長度

J、第十六闘ノモノヲ直チユ取ツタヌt，開花日数ノ表現 J、，其ガ生長度

ト逆反例ス )Vヤ否 h即チ前記一九二七，一九二八年度産ニア見タ )V

如・クy生長度大ナノV 毛ノ J、p開花日数少ナク V ア早ク3其小ナ jVモノ J、

開花日数大ユジタ遅クp開花スノV ヤ否ャヲ見 jV目的デアノV カラp縦軸

ニ於ア開花日数ノ大小ヲ逆ュ取ツタノデアノレ(園ノ右縦軸=記入)。

第十九園 胡瓜ノ生長度ト開花日数トノ比較
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上国ニ於ア一九三O年ノ分〈其試験直モ少ム叉生長度ノ差モ大

ナラザノV故除外科一九三二年ト一九三三年ノ試験ノミニ就キ比較

シ見 JV 1-，其雌花ノ開花日数 h生長度トノ曲線ニハ何等ノ一致モ見

出ジ得ヌガら雄花ノ開花日数ノ曲線 h生長度ノ曲線ノ間ニ J、p高低相

一致スノV モノガ多イ e其一致セズト見 JVベキ J、，一九三二年度試験ニ

於ケ )V，一九三一年産一九三O年産種子位デアツアペ¥:!!>、大館ニ高低

ノ傾向相一致 V ア居 lVノガ見ラレノV。殊ニ一九三三年試験ノ如キへ

甚ダ明瞭ニ高低ノ傾向一致ジア居ノV ノガ認メラ V，若シ開花ノ遅速

性 J、，雄花ノ開花ガ代表スノV モノデアノV ナラ J勺本質J験成讃 J、，開花ノ

，遅速ト生長度トノ関係ヲ肯定 ν得ノV 事ニナノV ノデアノV。然ラバp胡瓜

ノ如キ雌雄異花植物ニ於アハ雌雄花敦レヲ以ア，開花期早晩ノ代表

ト錦スベキヤニ就キ考へ見ノV =-，花ノ性其者ニ J、関係無クp最初ェ開

花セ lV方ガ遅速性ヲ表 J、スモノト錦スベキデアノV ト考へラ V JV，何

トナ V ...T't.i1o，開花ノ遅速性 J、，畢克植物ガ生殖作用ヲ管ム時期ニ早ク達

ス Jν ヵ晩ク達ニ"1..)1/カノ性質デアラネバナラヌカラp雌花毛雄花モ共

エ生殖作用ノ額 ν デアノV以上，其説 V ニアモ早ク開花セノV モノ J、，其

植物ノ固有セノV 生殖=関係アノV 性質ヲ，第一ニ顕 J、ジタモノト見倣

スペキデアノV カラデアノ>V，而ジア本質-験エ於ケノV，雌雄花ノ開花期ヲ

比較ジア見 JVr，供試材料ニ於ア，雌雄花ノ着生服態ェ麓異多クタ雌花

ヌf雄花ヨ 9~毛早ク開花セノV個鰹モタ多数存在ジタ (i5 頁)ニ拘 J、ラズ，賃

験成績ノ杢躍ヲ遁ジテp常ニ雄花ノ平均開花日数 J、p雌花ノ其ヨ 9小

ユジアp敦 V ノ年次産種子 h雄花 J、雄花 ι 比シ平均シア早ク開花ジ

ア居ノV 事ヲ・示ジア居 JVノガ見ラノVJV以上 J、(第二十一表及第十七園

奉者)，本質験=於ケノV 開花性ノ代表ト V ア，ift花ノ開花ヲ取 y ヲ至

営ナ 9 ト錦スペキデアノVη弦ニ於アカp第十八園ノ結果ハ能ク生長度

ト開花ノ早晩トノ関係ヲ肯定ジ特ノレ事=ナム一九二七3一九二八雨

年産種子ノ揚合ノミナラズp本質験全鵠トジ九生長度ト開花歎ト J、

建比ヲナジp生長度大ナノV モノ J、開花早久生長度小ナノ'V>、開花遅キ
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事ヲ確メ得タ事ニナツタノデアノV。

吾今 J、嚢ニ3廿日大根ノ試験ニ於ア，生長度ト抽苔期トヲ観察るう生

長度ノ小ナノV モノニ於九甚ジク拙苔期ノ綾 vタノV ヲ見タノデア ;V

ガ'(63頁奉者)，今復タ生長度ノ小ナ ;V/、開花遅クp其大ナ ;V/、開花早

キヲ見九故ニ雨者ヲ綜合 V 来ノν時ニp吾ベト J、次ノ如キ結論ヲ下手ノ待

;Vモノト思，、 vノ'VJ!Pチ種子ノ性質ニ基因ジア起 ;V庭ノ植物ノ生長

カノ大小川生殖作用タノV 抽苔開花ノ起ノV 時期ノ遅速ヲ支配れ其大

ナノV/、早〈其小ナノ'V/、遅キモノグアノV ト。従ツ九種子ノ活力ヨ 9来

;J/慮ノ植物生長ノ薄弱 J、，37vプス氏ガ，(G.Klebs: Willkurliche Entwickd 

ungsandelungen b巴 Pflanzen，1903)養分ノ供給ヲ加減ジア生長カヲ弱ん

生殖作用ヲ早ク起ナジメタ ;V場合ノ薄弱 h叉吾人ガ環朕悲IJ皮ヲ施

ジア，枝保ノ生長カヲ弱メ，生殖作用タノV花芽形成ヲ促進セジムノV 場

合ニ於ケノν薄弱ト/'，其性質ヲ異ニスノV モノト鴛スベクタ是ヲ近時贋

ク唱道セラノV;V，生殖作用ト茨水化物書J窒素化合物ノ量及比率トノ

関係ニ就キアノ皐設ヨ 9見 V/ち種子ノ性質ヨ 9v ア薄弱ナノV 生長

ヲ~ス蕗ノ植物ハ其然ラザ ;V モノニ比約生殖作用ヲ起スニ趨ス ;V

館内ノ炭水化物業}窒素化合物ノ量及比率ヲ得ノV 迄ノ期間ヲ長ク要

スノV モノデア ;Vト見倣ナナケ V /"\~ナラヌ p世間往令エジア其原因ノ

如何ユ拘 J、ラズp生長ノ薄弱ナノV 植物内生殖作用ヲ早ク起スモノデ

アノV ト設クガア 9，古種子抽苔開花促進設ュ劃ジアモy此設ヲ以ア理

由付ケア居ノV モノヲ見ノV 芦l，吾等ノ質 J験 J、期カノレ設ノ誤 9居 JV事ヲ

示スモノトセナケ V バナラヌ。

抽苔開花期=閲スル考察要約反附言

供試作物七種ユ就キフ長キノ、七年，短キモ四年ニ亙 Y宮脇ヲ重ネタ新

古種子ヨ 9生ジタ ;V植物ノ p抽苔開花ノ早晩ヲ比較考察ジタ ;V結果

ヲ要約摘記セン::.，

ー. 種子 jl年歯ヲ重ヌ v ..，>> .... ~，其ヨ 9 生ジ来 JV植物ノ p抽苔開花ガ早
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マノV ト言フ事質 J、，ートジア之ヲ認メ得ナカヅタ。即チ古種子抽

苔開花速準設ノ、，全然之ヲ否定スペキ結果ヲ得タ。試験成讃中p時

ユ年歯高キ種子=早キ抽苔開花ア 9九古種子ヌf早期ニ抽苔開

花スノV ニ非ズヤト y思 J、ジムノV虫日キ場合無キニ非ず 9v.:t，期カ

ノV 場合町新古種子ノ間ニ抽苔開花=闘スノV 固有性ノ差ガア九

古種子 J、早クタ新種子 J、遅ム抽苔開花スノV 性質ヲ具有シ居 9v' 

~メ p外観上ニ偶や現 J、 V タノV エ過ギザ 9 ~ノモノナ Y事，試験年

次ヲ重ヌノV事ニヨ九之ヲ明ニ錦ジ得タノデアノV。

二. 臆菜p廿日大根高萱ノ三種ニ於 :t'->'，種子ヌf年歯ヲ重札活力減

退ス lVニ従ヒi抽苔遅延ス )V事ヲ明カュ認メ得p殊ニ廿日大根ノ

一九三二年試験ニ於ア J、3年歯高ク活力減退セ lY種子ョ Y生ジ

タ )V植物.->'，生長遅緩ユジア抽苔遅延セノV 事ヲ，最モ明瞭ニ錦ジ

得タノデアノV。叉生産年央ヲ異ユスノレ種子間=存スノV，拍苔早晩

ノ固有性ノ差ト見倣ナノ'VlVモノモ，種子活力保持ノ大小ユ因ノV

モノデア 9，活力保持ノ小ナノV 種子ノ、年少ト雌ドモp其大ナノV年

長種子ヨタ抽苔遅ノV lV事ヲ認、メタノv成讃モアノ'Y，即チ耀菜ノ一

九二一年産種子 h一九二二年産種子トノ間ニ此関係ヲ認メタ。

三. 護産草及蕃茄ニ於アハ種子ノ年歯乃至按芽殺生率ニ額 p、v

タノレ活力ノ減退トp抽苔開花期トノ関係 J、，前記三者ノ如ク明カ

ユ認、メ得ズp種や複雑セ )V毛ノア y ガ如キモp而ジ衷義草ユ於ア

J、，種子活力ノ減退度，或度ヲ越ユ ν 内抽苔開花遅延スノV 傾向ア

9 ト認ムベキ成績ア 9，蕃茄ユ於ア.:t，費生率甚ジク低キ年次産

種子町開花常ニ他ヨ Y後 v居ノV ヲ見タノV 成積ア 9アp共=活力

減退或度ヲ過グ V ..".'\~，前三者ト同様，抽苔ノ遅延ヲ来スモノト見

倣ジ得ノV結果ヲ得ア居ノV。

四. 説豆ユ於アへ生産年次ヲ異=スノV 種子間ニp開花遅速ノ差ア

ノV事ヲ認、メタノV .:t，其遅速ト種子活カノ関係 J、之ヲ認ムノν事 J、

出来ナカヅタ。而ジ是 J、質 J駿繕緩期間，四箇年ニ過ギヌ~メp種子
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ヌf開花ノ遅延ヲ来ス迄エp活力ノ減退ヲ来スニ至ラナカツタ屯

ノト見{故事/得ノV。

五. 胡瓜ノ試験ニ於ア h 種子ヌf年歯ヲ経ア開花ガ早マ y 女日キ事

ヲ認認、メザ yジ Jρ川、勺，前記七ノ;v各種ト同様デア }v。此者ニ於ア J川、幼

物ノ生長度ヲ調査ジタノ;v結果，年歯ト生長力トノ問ニ円P何等ノ闘

係ヲ認ムノ;vニ至ラザず， 9 主ν/ モ~，其生長度ト開花ノ早晩トノ闘係 J、

之ヲ認メ得アP生長盛ンナノ;vモノ J川、開花早グ!?，其弱キ J川、開花遅キ

ヲ確メ得タ。

以上各項=記ジタノV蕗ヲ綜合ジア，其敦 V ニ於アモy種子ヌf年歯ヲ

重ネアp抽苔開花ノ早キ植物ヲ生ズノV ト言フ事宵ヲ見タノv...、無グ却

ヅア種子ガ年歯ヲ経p其活力減退.Y，生長力弱キ植物ヲ生ズノV ニ至 V

ノ"，抽苔開花ノ遅ノV ノV 事ヲ示セ ;v結果ヲ得タノV 場合多クシアp賓ニ本

質験ハ古種子抽苔開花促進読 J、全然之ヲ否定スベグp反3島町古種子

抽苔開花遅延説 J、之ヲ肯定スペキ結果ヲ得タ ;vモノト錦ナザ ;vヲ

得ナイ。殊ニ廿日大根及胡瓜ニ於ケノv，生長度ト抽苔開花トノ関係ニ

就キアノ賓際観察ェ於九生長力盛ンナ Y モノ J、抽苔開花早久其弱

キ J、抽苔開花遅キ事ヲ確メ得タ ;v事 J、p一層=古種子ノ抽苔開花ノ

促進説ヲ否定 Y，其遅延設ヲ肯定セジムノν事ニナノV モノデアノV。

附 l=J 

吾等女f本質験ニ着手ジタ ;v動機内緒言ニ於ア陳ペタ Y如クp古種

子ニ於ケノv抽苔開花ノ促進ナノV 事ノ存否ニ就キp賞験的ニ之ヲ確メ

タノV モノ無キヲ以アp敢ア之ヲ確メント欲ジタモノデアノV ヲl，其賓験

着手綾，此問題ニ闘スノV 貰l取結果ノ接表セラ V タ ;vモノ二三ヲ見タ

;vガ故ニp主主ニ附言トジア其等ノ大要ヲ掲ゲテp共ェ古種子抽苔開花

速準詑ノ空説ナ ;vヲ明カユスノV 事ニスアV。

石井哲士氏 J、(農林省農務局;国塾ニ闘スノV 研究報告p三七ー四二頁;

昭和九年三月)，愛知牒清洲ノ農事試験場ユ於 h宮重大根ノ新古種
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子ノ抽苔期ヲ比較試験的種子ノ新奮ヨ 9モ他ノ大キナ原因ガコ抽苔

=影響ス y モノト推定セラ IVIV結果ヲ得ア，古種子ノ早期抽苔 J、之

ヲ認メア居ラヌ。

本皐育種串敬室ノ星加賀美氏 J、(農業及国華第九定(昭和九年)八六

三一八七二頁)，亜麻ノ最高六歳迄ノ新古種子ヲ取れ三年間比較試

験ヲ行 h古種子ノ早期開花 J、之ヲ認メザ IV結果ヲ得ア居 Y。

ダニエノV，ホーノV 氏ガ (A.D. Hall: Jour. Genetics， Vol. XX (1928))ジョ

ンインネス圏雲研究所ニ於九故ベートソン氏タt，甜菜ニ於ケノV 拍苔

性ニ閲ジ試験セノv結果ヲ纏メア接表セノV モノヲ見 IVニp七歳ニ達ジ

タ JV種子ヲ播種ジアモp播種ノ年ノ抽苔割合ハ若齢種子ニ比ジ多ク

ナラヌ事ヲ認メp抽苔 J、遺惇性ニ基クモノナノV事ヲ確メア居ノVc固ヨ

9二年草タノV 甜菜 h吾等ノ質 J験ニ供セノV 一年草タノV 作物ノ抽苔ト

J、3趣キヲ異ニスノV モノアノレ誇デアノV ヌi'，町ジ古種子ノ抽苔開花速準

設ヨ Pシア，屡ゃ二年草植物ヌf播種ノ年エ抽苔スノV 者ア IVニ説的古

種子ナノV 錦メナ 9 ト錦ス如キ事ヲ聞クガ故ニp敢ア此庭ユ甜菜ニ関

久 lV賓験結果ヲモ附記シ置クノデアノV。
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摘要

ー.本質駿ノ供試材料 ρp瞳菜p廿日大根，i高官，夜義草，腕豆3蕃茄，及胡瓜
ノ種子デアツア 3此等種子ノ年歯ノ最高円膿菜八歳，廿日大根八歳，

高官七歳p議接草七歳，腕豆五歳p蕃茄七歳，胡瓜八歳デア }V。

ニ. 本質験 J、，種子ノ稜芽卒p稜芽所要平均日数，鞍生率p費生所要平均

日数等ヲ調査 v，種子ガ年歯ヲ重ネア，其活力ノ減退スノV朕態ヲ検

ジタ(但シ腕豆，蕃茄ユ於ア J、接芽3胡瓜ュ於ア J、接生ヲ検セナカツ

タ)。

E. 種子ヌf年歯ヲ重ネア，其活力ヲ減退ス }V度合ハ同一種類ノ種子

ニ在タア0(:，生産年次ヲ異ニ二えノV 者ノ問=差アノV 事p供試作物ノ凡

アニ於ア之ヲ認メp種子ノ研究上ニ貫用上ニ p此事賓ノ重要視スペ

キモノナノV ヲ見タ(42頁)。

四. 生産年央ヲ異ユスノV 種子間ニ存スノ'V，活力減退度ノ差 1-，種子質

重トノ関係ニ就 h考察セ }V}J邑ニヨ V ...T''''''，廿日大根ノ一系統 1-，i!主義

草ノ種子ュ於ア，重量大ナ }V種子..T'，活力減退遅キヲ示セ }V0(:，他種

類ノ種子ユ於ア..T'，活力保持ト重量トノ間ニフ閲係ヲ見出シ待ナカ

ツタ(42頁)。

王・ 作物ノ種類間=存ス }V，種子ノ年歯ニ件フ活力減退ノ遅速多少

J、，高芭ノ種子ニ於ア，特ニ其活力減退速カニジア大ナノV ヲ見タ(44

頁)。

六・ 種子活力保持期間ユ閲ス }V，大原農業研究所ノ近藤高太郎博士

ノ賓験¥-，本質験結果トヲ比較ジア，其間ニ非常ナノV 差ノ存スノV 事

ヲ見《第十一表)。如斯キ差ヲ来セノV ユ割ジアハ倉敷ト札幌トノ

気象要素ノ差 71'，最モ大ナ lV 関係アノV モノト推セラ v}v(49頁)。

七. 種子ノ年歯ニ膿ジタノ'v，費生卒事}接芽卒ノ百舟卒ヲ計算 v見タ

ノV 結果y種子ヌf年歯ヲ重ネ活力減退スノV ニ従ヒ p右百分卒モ減少ス
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}V結果ヲ得，種子ガ接芽ノ減少ヲ来ス卒ヨ 9 ~、 3接生ヲ減ズノV卒ノ

大ナノV ヲ見タ(51頁)。

八. 抽苔開花ニ関ス )Y試験全躍ヲ遁 V 九古種子抽苔開花促進詑 ρ

之ヲ否定的反事}ニ古種子抽苔開花遅延説ヲ肯定スベキ結果ヲ得

タ(88頁抽苔開花期ニ関スノV 考察要約奉者)。

九 廿日大根及胡瓜ニ於九生長度ト抽苔開花ノ関係ヲ観察V'，拍苔

開花日敷J、生長度ト反比例的生長大ナノ¥J、抽苔開花早ム其小ナ

ノ'Y~、遅キヲ見，種子ガ生長力弱キ植物ヲ生ズノV 迄ニ活力弱-? V ..-T¥"， 

抽苔開花ノ遅延ヲ来スモノデアノV ト言フ推論ヲ下ジ得ノV 結果ヲ

得タ(88頁)。

十. 作物ノ種類ニヨム種子ヌf抽苔開花ノ遅延ヲ来スニ至 }V年歯ユ

差アム瞳菜，廿日大根，;，高音等ニ於ア J、早クp夜襲草ユアノ、遅刻71頁

牽看)，胡瓜ニ於ア J、種齢八歳ナノV 種子ニ7:"E:，向開花ノ遅延ヲ認

メ得ナカヅタ(85頁)。


